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■現代美術(ヴィジュアル・アーツ)の国際展 

・世界各国から75組のアーティストが参加した日本最大規模の国際的な展覧会。 

・愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、長者町会場、納屋橋会場を主な会場としつつ、まちなかに

も展開。 

・愛知･名古屋を象徴するオアシス21や名古屋城などでも、スペクタクルな作品を展示。 

・日本で初めて紹介されるアーティストが多く、あいちトリエンナーレでしか見ることができない新作

を数多く展示。 

 

■パフォーミング・アーツ 

・21組の気鋭のアーティストが集結。国内外の最先端かつジャンルを超えた先鋭的・複合的なパフォー

ミング･アーツをほぼ毎週末開催。 

・これまで日本でほとんど紹介されていなかったヴィジュアル･アーツとパフォーミング･アーツの境界

領域に位置する作品を多数紹介。 

・愛知芸術文化センターのフォーラム(吹き抜け空間)や搬入口、長者町会場などの都市空間などにおい

て、ダンス、音楽などのパフォーマンスを実施。 

 

■あいちトリエンナーレ2010プロデュースオペラ 

・あいちトリエンナーレ2010プロデュースによる、新制作のオペラ オッフェンバック作曲「ホフマン

物語」を上演。愛知芸術文化センター大ホールの機構を使ったオペラ公演。 

 

■映像プログラム 

・「映像の第二世紀に向けて」をテーマに、世界各国の12名の映像作家による先端的な長短編映像70
作品を愛知芸術文化センター小ホールで9月28日(火)から10月10日(日)まで上映。また、長者町会場に

おいても3名の若手映像作家による9作品を8月21日(土)から10月31日(日)まで上映。 

 

■企画コンペによる展覧会 

・公募によって選ばれた、他の国際展等には見られない多角的でユニークな視点による企画展を実施。 

愛知芸術文化センター展示：応募総数204企画(国内139企画、海外24カ国65企画)から9企画を選定。 
長者町会場展示：応募総数300企画(国内271企画、海外11カ国29企画）から12企画を選定。 

 

■普及・教育 

・8月21日(土)から10月31日(日)まで、子どもたちがいつ来ても創作活動ができる専用の場「デンスタジ

オ」を愛知芸術文化センター8階に設置し、「キッズトリエンナーレ」を開催。 

・授業や部活動等でのトリエンナーレへの来場を促すため、学校向け教育プログラムを実施。また、県

内の学校にアーティストを派遣。 

・一般の方にも現代アートに親しんでもらえるよう、ボランティアによるガイドツアーを実施。

Ⅳ-(1) 企画内容 ①主催事業 
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主催事業の開催日程 

○現代美術の国際展 

会  場 内  容 開催日 

愛知芸術文化センター 

(愛知県美術館、アートスペース) 
国際美術展、企画コンペ 

名古屋市美術館 国際美術展 

長者町会場 国際美術展、企画コンペ 

納屋橋会場 国際美術展 

 

8/21(土)～10/31(日) 
 

名古屋城、オアシス21、中央広小路ビル、

七ツ寺共同スタジオ、トリエンナーレ会場

周辺の都市空間など 

国際美術展 
8/21(土)～10/31(日) 

※会場により異なる 

 

○パフォーミング・アーツ(愛知芸術文化センター大ホールでの公演) 

団体名等 演  目 開催日 

アンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマイケル＋

ジェローム・ベル＋アンサンブル・イクト

ゥス 

『3Abschied ドライアップシート(3

つの別れ) 』(日本初演) 
10/30(土)、31(日) 

 

○パフォーミング・アーツ(愛知芸術文化センター小ホールでの公演) 

団体名等 演  目 開催日 

平田オリザ＋石黒浩研究室(大阪大学) ロボット版『森の奥』(世界初演) 8/21(土)～24(火) 

デルガド・フッシュ  

『桃色のズボンと赤いヌバックの先

の尖ったハイヒールをはいて、襟ぐり

が緩んだセーターの上に着た空色の

ウールのロングコート』(日本初演) 

9/3(金)、4(土) 

梅田宏明 
『Adapting for Distortion (日本初

演) / Haptic』 
9/11(土)、12(日) 

ヤン・ファーブル 

『Another Sleepy Dusty Delta Day ～

またもけだるい灰色のデルタデー』 

(日本初演) 
9/18(土)～20(月･祝) 

チェルフィッチュ 
『わたしたちは無傷な別人である』 

(世界初演) 
9/24(金)～26(日) 

平田オリザ＋石黒浩研究室(大阪大学＆

ATR知能ロボティクス研究所) 

アンドロイド演劇『さようなら』 

(世界初演) 
9/30(木) 

ニブロール 『THIS IS WEATHER NEWS』(世界初演） 10/22(金)～24(日) 

ローザス 
『ローザス・ダンス・ローザス Rosas 

danst Rosas』(愛知単独公演) 
10/26(火)～28(木) 

 

○パフォーミング・アーツ(愛知芸術文化センター8階 ギャラリーGでの公演) 

団体名等 演  目 開催日 

ラ・リボット   
①『Laughing Hole』  

②『PARAichi-Distinguida』 

①8/21(土) 

②8/28(土)～29(日) 

ソニア・クーラナ 
『Lying-down-on-the-ground: 

additional notes』
9/4(土) 

企画コンペ 

Ａ日程：8/21(土)～9/12(日)

Ｂ日程：9/15(水)～10/3(日)

Ｃ日程：10/6(水)～10/31(日)
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フォースド・エンターテイメント  『Quizoola!』  9/18(土) 

ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァ  『Over the Table』 9/22(水)～26(日) 

アントニア・ベアー 
①『Over The Shoulder』  

②『Laugh』 

①9/25(土)～26(日) 

②10/1(金)～2(土) 

スティーヴン・コーヘン 

①『The Wandering Jew』－彷徨える

ユダヤ人 杉原千畝の崇高なる記憶に

捧ぐ－ 

②『Chandelier』 

①10/18(月)～24(日) 

 

 

②10/23(土)～24(日) 

山川冬樹 『Pneumonia』 10/30(土)～31(日) 

 

○パフォーミング・アーツ(まちなかでの公演) 

団体名等 演  目 開催日・開催場所 

野村誠 『プールの音楽会』 

8/28(土) 

名古屋市立冨士中学校プ

ール 

まことクラヴ 『長者町繊維街の日常』 

9/4(土)、5(日) 

愛知芸術文化センター(フ

ォーラム)～長者町会場

(丹羽幸(株)ミクス館) 

ボリス・シャルマッツ 

①『héâtre-élévision』 

（体験型映像インスタレーション） 

 

②『Quintette Cercle』(日本初演) 

 

①8/21(土)～10/31(日) 

納屋橋会場(東陽倉庫テナ

ントビル) 

②9/4(土)、9/5(日) 

名城公園 

コンタクト・ゴンゾ 『non titled』 

9/18(土)、19(日)、20(月･祝)

愛知芸術文化センター(搬

入口B) 

平山素子  『Carp with wings,me』 
10/3(日) 

長者町会場(料亭河文) 

Open Reel Ensemble 
『オープンリールアンサンブル ラ

イブ』 

10/16(土)、17(日) 

長者町会場(旧モリリン名

古屋支店ビル) 

 

○プロデュースオペラ(愛知芸術文化センター大ホールでの公演) 

団体名等 演  目 開催日 

指揮＝アッシャー・フィッシュ 

演出＝粟國淳 

あいちトリエンナーレ2010プロデュ

ースオペラ「ホフマン物語」(新制作)
9/18(土)、20(月･祝) 

 

○映像プログラム 

会  場 内  容 開催日 

愛知芸術文化センター 小ホール 9/28(火)～10/10(日) 

長者町会場 

映像の第二世紀に向けて 

8/21(土)～10/31(日) 
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○その他(シンポジウム等) 

会  場 内  容 開催日時 

愛知芸術文化センター 

アートスペースA 

オープニングシンポジウムⅡ  

「クロストーク～国際展の現場」 

○コーディネーター 

・藤川 哲(山口大学人文学部准教授) 

○パネリスト 

・建畠 晢(あいちトリエンナーレ2010芸術監督) 

・ピエル･ルイジ･タッツィ(あいちトリエンナーレ2010キュレーター) 

・ヨヘン･フォルツ(あいちトリエンナーレ2010キュレーター) 

・エマニュエル･ドゥ･モンガソン(あいちトリエンナーレ2010ゲストキュレーター) 

8/22(日) 

13:30～ 

愛知芸術文化センター 

小ホール 

オープニングシンポジウムⅢ  

「劇場における国際芸術祭の可能性」 

○パネリスト 

・平田オリザ(劇作家、演出家、劇団｢青年団｣主宰、大阪大学教授) 

・宮城聰(演出家、SPAC(静岡県舞台芸術センター)芸術総監督) 

・下山久(キジムナーフェスタ<国際児童･青少年演劇フェスティバルおきなわ>

プロデューサー) 

・久野敦子(公益財団法人セゾン文化財団プログラム･ディレクター) 

・唐津絵理(あいちトリエンナーレ2010キュレーター) 

○司会 

・藤井明子(あいちトリエンナーレ2010コーディネーター) 

8/22(日) 

16:30～ 

名古屋市美術館 

講堂 

ファイナルシンポジウム  

「みんなで話そうあいちトリエンナーレ！」 

○参加者 

・建畠 晢(あいちトリエンナーレ 2010 芸術監督) 

・笠木日南子(あいちトリエンナーレ 2010 キュレーター) 

・山本高之(あいちトリエンナーレ 2010 参加アーティスト) 

・長者町関係者、ボランティア従事者など 

○司会 

・副田一穂(あいちトリエンナーレ2010アシスタントキュレーター) 

10/29(金）

18:00～ 

   

愛知芸術文化センター 

アートスペースA 

【連携事業】 

第13回アジア太平洋パフォーミングアーツセンター連盟(AAPPAC)総会 

あいちトリエンナーレ2010開催にあわせ、アジア太平洋地域の劇場関係者約50名が

一堂に会し、年次総会を行うとともに、パフォーミングアーツに関する情報交換や

意見交換を行った。 

○主催:アジア太平洋パフォーミングアーツセンター連盟 

■基調講演 

「アジア太平洋地域における文化交流圏の形成について」 

(講師：青木保(青山学院大学特任教授、第18代文化庁長官)） 

■年次総会 

■ディスカッション「先進的・先端的な作品へのアプローチ」 など 

※アジア太平洋パフォーミングアーツセンター連盟(AAPPAC) 

アジア太平洋地域の芸術・文化を発展させるため、作品、ノウハウ、スタッフの情報交換を行うための非

政府的、非政治的、非営利的な国際団体。愛知芸術文化センターは設立当初メンバー。（平成23年2月現在、

正会員10か国１地域33団体） 

9/15(水) 

～17(金)
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■国際交流基金との共催事業 
国際交流基金との共催により、「国際展シンポジウム」及び「西京人(さいきょうじん)による作品展示」

を行った。 
○国際展シンポジウム「国際展のミッション－東アジアからの展望」(オープニングシンポジウムⅠ) 

・開催日時 平成 22 年 8 月 21 日(土) 午後 1 時から 3 時 30 分 
・会  場 愛知芸術文化センター アートスペースＡ  
・内  容 日中韓 3 カ国の国際展の主催者代表により、それぞれの国際展のミッションと活動状

況、主な成果等について、意見交換を行った。  
・基調講演 福原義春((株)資生堂名誉会長、東京都写真美術館館長) 
・パネルディスカッション 

モデレーター  建畠 晢 (あいちトリエンナーレ 2010 芸術監督) 
パネリスト  李 尚燮 / Lee Sang Sub  (釜山ビエンナーレ事務局長) 

李 龍雨 / Lee Yongwoo  (光州ビエンナーレ財団 CEO) 
邵 珊 / Shao Shan  (広州トリエンナーレ事務局長、広東美術館副館長) 
張 晴 / Zhang Qing  (上海ビエンナーレ事務局長、上海美術館副館長) 
伊東 正伸 (横浜トリエンナーレ 2008 事務局長) 

・入場者数 120 人 

○西京人による作品展示 

  西京人(小沢剛(日本)、チェン･シャオション(中国)、ギムホンソック

(韓国)の 3 人の現代美術作家から成るユニット)による人形劇「第二章 

ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァージョン)」の映像作品

を上映。また、会期中の週末を中心に、パペットシアターゆめみトラ

ンクにより実際の人形劇の上演も行われた。 
・上演回数 会期中(8/21～10/31)に 10 日間(各日 4 回公演) 
・会  場 愛知芸術文化センター地下 2 階 フォーラムⅡ 
・入場者数 計 4,363 人 

 
■地元文化芸術団体等との共催事業（あいちトリエンナーレ 2010 祝祭ウィーク共催事業） 
 平成 22 年 10 月 11 日(月･祝)～17 日(日)の一週間を「祝祭ウィーク」と位置づけ、公募選考により決

定した地元文化芸術団体等と実行委員会、愛知芸術文化センターの 3 者による共催で、伝統芸能、舞踊、

音楽、演劇などの公演を行った。 ※公演日、主催者名、公演名等は、「Ⅳ(7)地域との連携①共催事業」(47 ページ)に掲載 
 
■七ツ寺共同スタジオとの共催事業 
 前衛芸術の拠点として古くから知られる七ツ寺共同スタジオとの共催で、現代美術と演劇のコラボレ

ーション企画を実施した。 ※企画内容等の概要は、「Ⅳ(7)地域との連携①共催事業」(48 ページ)に掲載 

 
■東海テレビとの共催事業 

 東海テレビとの共催で、地元バレエ界が横断的に参加するバレエの祭典「グラン・ドリーム・バレエ・

フェス」を実施した。 ※企画内容等の概要は、「Ⅳ(7)地域との連携①共催事業」(48 ページ)に掲載 
 
■その他の共催事業 

 長者町青長会やサポーターズクラブと共催し、アーティストパーティーやトリエンナーレスクールを

実施した。 ※企画内容等の概要は、「Ⅳ(7)地域との連携①共催事業」(49 ページ)に掲載 

Ⅳ-(1) 企画内容 ②共催事業 

西京人《第二章 ここは西京／旅路は彼方の世

界へ(あいちヴァージョン)》撮影：怡土鉄夫
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■キッズトリエンナーレ 

・キッズトリエンナーレは、国内のトリエンナーレとして初めての試みであり、平成 22 年 8 月 21 日(土)
から 10 月 31 日(日)までの期間中に 22,328 人の子どもとその保護者らが参加した。 

・子どもたちは、愛知芸術文化センター8 階に設置された「デンスタジオ」で自由に創作活動を楽しん

だ。※「デンスタジオ」の「デン」とは、英語で子どもたちの秘密の遊び場、隠れ家の意味。 

・週末を中心に地元愛知の瓦や布等の素材を取り上げたプログラムやアーティストと子供たちが一緒に

創作するプログラムを延べ 52 回行った。 

 
 
 
 
 
 
  
 

 

【デンスタジオの様子】               【プログラムの様子】 

○キッズトリエンナーレプログラム 

◇鑑賞プログラム 

タイトル 実施日 参加者数（人）

子どもツアーみてみる隊 8/24、26、27、9/4、5、11、19、26、10/2、10、31 195

いっしょに見よう！楽しもう！感じよう！１･２ 10/17、23 68

高校生とトリエンナーレでみてしるトーク 10/23 96

◇やってみるプログラム ※子どもとアーティストが一緒に創作を行ったもの。 

タイトル 実施日 参加者数（人）

ダイナミックなお絵描き 8/21 21

素材のぼうけん１ シンブン・マウンテン 8/22 19

ガーデン・カーテンまちなかの小さな緑 8/24 14

素材のぼうけん２ さわる・きる・だきしめる 8/25 19

リズムと言葉・ラップで遊ぼう 8/25、26、27（3 日間の講座） 24

素材のぼうけん３ カケラ・ヲ・ツナグ 8/28 17

グルグルワークショップ 8/29 14

フィジカル・ドローイング 9/11、12（2日間の講座） 34

ふしぎのくにへ、ようこそ１ そらはふしぎ 9/12 14

禁断の惑星これもアートか？現代美術入門 9/18 21

木炭デッサンでグレーの世界を体験しよう豊かな中間は美術の基本 9/25、10/2（2 日間の講座） 15

ふしぎのくにへ、ようこそ２ ふしぎなどうぶつえん 10/3 21

音のワークショップ科学×音楽＝アート！ 10/9 25

大きな人の絵 10/16、17 44

ふしぎのくにへ、ようこそ３ とんねるのむこうは？ 10/24 20

◇あいちワークショップ ※県内各地域のものづくりや素材等をキーワードにしたワークショップ 

タイトル 実施日 参加者数（人）

つなげてならべて凸凹ロード 8/22 17

くるくるまきまき繭玉をつくろう 8/26 18

いぶし瓦で打楽器づくり 8/29 22

感じたままにクレイワーク 9/5 11

キラキラ☆モンスター 9/19 18

現代を生きるわたしの継色紙 9/20 11

マイ・文字・オブジェ 9/23 16

布のしゃぼん玉をとばそう 9/26 17

ヒラヒラ開く染めの世界 10/10 18

わっしょい！ぼくらの鯛みこし 10/11 25

ビリ・クシャアートなぼうし 10/17 13

 

Ⅳ-(1) 企画内容 ③普及・教育 
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ふしぎアンテナ 10/30 17

ナンデモ絵筆で描こう 10/31 18

◇その他 ※マーガレット一家の紙芝居は自由参加 

タイトル 実施日 参加者数（人）

マーガレット一家たっちゃんの紙芝居 8/29、9/23、10/11 1,018

消しゴム版画でオリジナル・エコバッグを作ろう 10/2、3 130

■学校向け教育プログラム 

・授業や部活動、遠足等でトリエンナーレに来てもらえるよう、学校団体向けの鑑賞プログラムを 8 月

24 日(火)から 10 月 31 日(日)まで、愛知芸術文化センター及び名古屋市美術館で実施した。 
・最終的に県内外から 124 校、9,111 人の児童・生徒が来場した。 

※学校向け教育プログラム･･･学校団体向けにトリエンナーレの見所や現代アートの楽しみ方のガイダンスを行うとともに、鑑賞に

際し、児童・生徒が現代アートに向き合いやすくなるようワークシートを配付。さらに、希望する学校には、ガイドボランティ

アによる作品ガイドも実施。 
     

 

 

 

 
 
 
 
 
 

・学校の地域別参加状況は、名古屋市内の学校が約 3 割、県内の名古屋市を除く学校が約 6 割、県外の

学校が約１割であった。※県外の学校は、三重県(8)、岐阜県(3)、静岡県(2)、石川県(1)、京都府(1) 、滋賀県(1)の 16 校。 
 

■学校へのアーティスト派遣事業 

・トリエンナーレ開幕前から期間中にかけ、トリエンナーレ出品作家を含む 6 組のアーティストを県内

7 つの学校に派遣した。 
・アーティストがアートとはどんなものかをレクチャーしたり、子どもたちと一緒に作品制作をする授

業を行い、出来上がった作品や授業の様子等については、トリエンナーレのメイン会場である愛知芸

術文化センター会場に展示したり、パネル等で紹介したりした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

区分 校数 人数 

小 学 校 42 校 ( 33.9％) 3,421 人 ( 37.5％)

中 学 校 55 校 ( 44.4％) 2,594 人 ( 28.5％)

高等学校 20 校 ( 16.1％) 2,970 人 ( 32.6％)

特別支援学校 5 校 (  4.0％) 83 人 (  0.9％)

専門学校等 2 校 (  1.6％) 43 人 (  0.5％)

合  計 124 校 (100.0％) 9,111 人 (100.0％)

派遣先 実施日 アーティスト 

知多郡南知多町立篠島小学校 / 中学校 6/22、23、28、30 島袋道浩※ 

愛知県立岩倉総合高等学校 7/13、8/18～31、9/13 森北伸 

飛島村立小中一貫教育校飛島学園飛島中学校 6/16、7/2、15 フジイフランソワ 

東栄町立東栄小学校 6/24、7/16 ジュー・チュンリン※ 

豊田市立則定小学校 5/31、6/14、9/6、22 北山美那子 

名古屋市立御園小学校 6/7、9、10/22、23 エレファント 
※印は、あいちトリエンナーレ 2010 出品作家 

 
【篠島小学校】 【飛島学園飛島中学校】 
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■ボランティアによるガイドツアー 

・ボランティアが 2 人一組で、1 回あたり約 40 分のガイドツアーを、愛知芸術文化センター、名古屋

市美術館、長者町会場の 3 か所で行った(参加無料)。 
・愛知芸術文化センターでは 1 日 3 回、それ以外の会場では週末を中心に 1 日 2 回、計 530 回のガイド

ツアーを実施した。ガイドツアーへの最終的な参加者数は、7,029 人であった。 
・ガイドツアーボランティアに登録したボランティアは 168 名であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

■音声ガイド 

・より深く作品を理解し、現代美術を楽しんでいただけるよう、会場での画面付き音声ガイド機の貸し

出しと、iPhone アプリ配信による音声ガイドを実施した(いずれも有料)。 

 

○音声ガイド機貸出 

貸出会場 ガイド作品数等 言 語 所要時間 貸出価格 貸出台数 

愛知芸術文化センター8

階・10 階、名古屋市美

術館 

3 会場合計 26 作品、

芸術監督プロロー

グ、作家動画メッセ

ージ 

日本語版、

英語版 

3 会場合計

約 40 分 

3 会場共通券 

500 円(税込) 
5,142 台

○iPhone アプリ配信による音声ガイド 

ガイド作品数等 言 語 所要時間 配信価格 購入件数

名古屋の街中に展示される作品のうち、長者町

会場、納屋橋会場、中央広小路ビル、オアシス

21(草間彌生)、愛知芸術文化センター(松井紫

朗)の 14 作品、芸術監督プロローグ 

日本語版、

英語版 
約 25 分 230 円(税込) 253 件

※いずれも、企画・制作：あいちトリエンナーレ実行委員会、(株)A&D オーディオガイド、協力：東海ケーブルチャンネル 

 

区  分 愛知芸術文化センター 名古屋市美術館 長者町会場 計 

ガイドツアー実施回数 426 回 60 回 44 回 530 回 

参加者数 5,813 人 918 人 298 人 7,029 人 
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・24 の国と地域から 131 組のアーティストが参加し、現代美術、ダンスや演劇等のパフォーミング･

アーツやオペラなどの世界最先端の現代アートを紹介した。 

 

○参加アーティスト一覧 (すべてアルファベット順) 

参加アーティスト(現代美術）   展示会場 

  アーティスト名 生年 在住都市 ジャンル 
芸

文

市

美

長

者 

納

屋 

名

城 

オ

ア 

中

央

七

ツ

周

辺

1 アデル・アブデスメッド Adel Abdessemed 1971 パリ インスタレーション ○   ○          

2 秋吉風人 Futo Akiyoshi 1977 大阪 絵画 ○              

3 青田真也 Shinya Aota 1982 愛知 彫刻／インスタレーション    ○    

4 フアン・アラウホ Juan Araujo 1971 カラカス(ベネズエラ) 絵画 ○              

5 淺井裕介 Yusuke Asai 1981 東京 インスタレーション    ○    

6 メルヴェ・ベルクマン Merve Berkman 1977 イスタンブール 写真    ○          

7 マーク・ボスウィック Mark Borthwick 1962 ニューヨーク 写真／インスタレーション    ○    

8 ズリカ・ブアブデラ Zoulikha Bouabdellah 1977 パリ インスタレーション ○              

9 蔡國強(ツァイ・グオチャン) Cai Guo-Qiang 1957 ニューヨーク 絵画 ○              

10 ミケランジェロ・コンサーニ Michelangelo Consani 1971 リヴォルノ(イタリア) インスタレーション ○              

11 フィロズ・マハムド  Firoz Mahmud 1974 東京、ニューヨーク インスタレーション ○       

12 トム・フリードマン  Tom Friedman 1965 ルヴァレット(アメリカ) 絵画／彫刻／映像  ○            

13 シプリアン・ガイヤール  Cyprien Gaillard 1980 ベルリン 映像 ○              

Ali Janka 1971 

Florian Reither 1967

Tobias Urban 1967 
14 ジェラティン Gelitin 

Wolfgang Gantner 1970

ウィーン インスタレーション  ○            

15 オリヴァー・へリング Oliver Herring 1964 ニューヨーク 映像 ○              

16 黄世傑(ホアン・スー・チエ) Huang Shih Chieh 1975 ニューヨーク インスタレーション  ○            

17 市川武史 Takefumi Ichikawa 1971 愛知 インスタレーション    ○    

18 池田亮司 Ryoji Ikeda 1966 パリ インスタレーション        ○      

19 石田達郎 Tatsuo Ishida 1974 愛知 
パフォーマンス／ 
インスタレーション    ○    

20 泉孝昭 Takaaki Izumi 1975 愛知 インスタレーション      ○        

21 ジュー・チュンリン Joo Choon Lin  1984 シンガポール 
アニメーション／ 
インスタレーション    ○    

22 アマル・カンワル Amar Kanwar 1963 ニューデリー 映像 ○              

23 川見俊 Shun Kawami 1981 愛知 絵画／インスタレーション    ○     

24 
ソニア・クーラナ 
(ギャラリーGでの公演もあり) Sonia Khurana 1968 ニューデリー インスタレーション ○              

25 ヤコブ・キルケゴール Jacob Kirkegaard 1975 ベルリン 映像インスタレーション ○              

26 木村崇人 Takahito Kimura 1971 山梨 
ワークショップ／ 
インスタレーション        ○   ○

27 ルシア・コッホ     Lucia Koch 1966 サンパウロ インスタレーション    ○          

28 小金沢健人 Takehito Koganezawa 1974 ベルリン 映像インスタレーション      ○        

29 小泉明郎 Meiro Koizumi 1976 神奈川 映像      ○        

30 クー・ジュンガ Koo Jeong A 1967 ロンドン、ベルリン インスタレーション  ○            

土谷享 1977 
31 KOSUGE1-16 コスゲイチノジュウロク 

車田智志乃 1977 
東京 

ワークインプログレス／ 
インスタレーション    ○    

32 草間彌生 Yayoi Kusama 1929 東京 インスタレーション／彫刻 ○         ○    

33 松井紫朗 Shiro Matsui 1960 京都 インスタレーション ○              

Atsuhiko Misawa 1961 神奈川 
34 三沢厚彦 + 豊嶋秀樹  

Hideki Toyoshima 1971 神奈川 
彫刻／インスタレーション ○              

35 宮永愛子 Aiko Miyanaga 1974 京都 インスタレーション ○     ○        

36 村田峰紀 Mineki Murata 1979 埼玉 
パフォーマンス／ 
インスタレーション    ○    

37 西野達 Tatzu Nishi 1960 東京、ベルリン インスタレーション    ○         ○

38 小栗沙弥子 Sayako Oguri  1978 岐阜 インスタレーション    ○     

39 オー・インファン Inhwan Oh  1964 ソウル インスタレーション  ○            

40 ハンス・オプ・デ・ビーク Hans Op de Beeck 1969 ブリュッセル(ベルギー) 映像 ○              

41 ラクウェル・オーメラ Raquel Ormella 1969 シドニー 映像  ○            

42 ジム・オヴェルメン Jim Ovelmen 1970 ロサンゼルス 
アニメーション／ 
パフォーマンス            ○

43 アマリア・ピカ Amalia Pica 1978 ロンドン インスタレーション ○              

Tanya Schultz 1972

44 ピップ＆ポップ Pip ＆ Pop 
Nicole Andrijevic 
1981 

パース(オー
ストラリア) インスタレーション            ○

45 ナウィン・ラワンチャイクン Navin Rawanchaikul 1971 チェンマイ(タイ)、福岡
インスタレーション／ 
パフォーマンス    ○          

46 ジラユ・ルアンジャラス Jirayu Rengjaras 1980 カラシン(タイ) 絵画／彫刻 ○ ○ ○     

Ⅳ-(2) 参加アーティスト  
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Natalija Ribovic 1976 
47 ナタリヤ・リボヴィッチ＆藤田央 

Toru Fujita 1972 
東京 ワークショップ    ○    

48 ダヴィデ・リヴァルタ Davide Rivalta 1974 ボローニャ(イタリア) 絵画／彫刻    ○ ○        

49 斉と公平太 Kouheita Saito 1972 愛知 インスタレーション    ○    

50 志賀理江子 Lieko Shiga 1980 宮城 写真／インスタレーション ○     

51 島袋道浩 Shimabuku 1969 ベルリン インスタレーション  ○          

52 志村信裕 Nobuhiro Shimura  1982 神奈川 映像インスタレーション    ○          

53 塩田千春 Chiharu Shiota 1972 ベルリン インスタレーション  ○           

54 サンティアゴ・シエラ Santiago Sierra 1966 
マドリード、 
ルッカ(イタリア) インスタレーション              ○

Achim Stiermann 1975 アウグスブルク(ドイツ)
55 

アーヒム・シュティーアマン ＆ 
ローランド・ラウシュマイアー 

Roland Rauschmeier 1974 ウィーン 
映像インスタレーション            ○

56 カーメン・ストヤノフ Kamen Stoyanov 1977 ウィーン 映像／インスタレーション      ○        

57 高嶺格  Tadasu Takamine 1968 滋賀 インスタレーション             ○

ナガタタケシ 1978
58 トーチカ  TOCHKA 

モンノカヅエ 1978
奈良 インスタレーション    ○     

59 登山博文 Hirofumi Toyama 1967 愛知 絵画 ○       

60 タチアナ・トゥルーヴェ Tatiana Trouvé 1968 パリ インスタレーション ○     

61 蔡明亮(ツァイ・ミンリャン) Tsai Ming Liang 1957 台北 映像インスタレーション ○ ○      

62 曾建華(ツァン・キンワ)  Tsang Kin Wah 1976 香港 映像インスタレーション ○     

63 梅田宏明 (舞台公演もあり) Hiroaki Umeda 1977 東京 映像インスタレーション     ○    

64 梅田哲也 Tetsuya Umeda 1980 大坂 インスタレーション    ○      

65 ヘマ・ウパディヤイ Hema Upadhyay  1972 ムンバイ(インド) インスタレーション ○     

66 渡辺英司 Eiji Watanabe 1961 愛知 インスタレーション ○   ○     

67 フランツ・ヴェスト Franz West 1947 ウィーン 彫刻  ○     

68 ケリス・ウィン・エヴァンス Cerith Wyn Evans 1958 ロンドン インスタレーション    ○    

69 山本高之 Takayuki Yamamoto 1974 愛知 映像／インスタレーション    ○    

Mai Yamashita 1976 
70 山下麻衣＋小林直人 

Naoto Kobayashi 1974 
ベルリン 映像インスタレーション      ○   

71 楊福東(ヤン・フードン) Yang Fudong 1971 上海 
フィルム／ 
インスタレーション      ○    

72 ジンミ・ユーン Jin-me Yoon 1960 バンクーバー 映像インスタレーション    ○    

Sun Yuan 1972 
73 

孫原＋彭禹 
(スン・ユァン ＋ ポン・ユゥ) 

Peng Yu 1974 
北京 インスタレーション      ○        

74 エクトール・サモラ  Héctor Zamora 1974 サンパウロ インスタレーション ○ ○      

75 張洹(ジャン・ホァン) Zhang Huan 1965 上海、ニューヨーク 彫刻 ○         

 

参加アーティスト（パフォーミング・アーツ） 

  アーティスト名  
生年 

(又は結成年)

在住都市 

(又は活動拠点) 
新作 公演会場 

76 アントニア・ベアー  Antonia Baehr 1970 在住都市：ベルリン 日本初演 愛知芸術文化センター(ギャラリーＧ) 

77 ボリス・シャルマッツ    Boris Charmatz 1973 在住都市：レンヌ(フランス) 日本初演 納屋橋会場(東陽倉庫テナントビル)等 

78 チェルフィッチュ  chelfitsch 1997 結成 活動拠点：神奈川 世界初演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

79 スティーヴン・コーヘン Steven Cohen 1962 在住都市：リール(フランス) 世界初演 愛知芸術文化センター(ギャラリーＧ) 

80 コンタクト・ゴンゾ contact Gonzo 2006 結成 活動拠点：大阪 世界初演 愛知芸術文化センター(搬入口Ｂ) 

Anne Teresa De Keersmaeker 1960 在住都市：ブリュッセル(ベルギー) 

Jérôme Bel 1964 在住都市：パリ 81 

アンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマイケ
ル＋ジェローム・ベル＋アンサンブ
ル・イクトゥス 

Ictus 1994 結成 活動拠点：ブリュッセル(ベルギー) 

日本初演 愛知芸術文化センター(大ホール) 

82 デルガド・フッシュ Delgado Fuchs 2002 結成 活動拠点：ベルン(スイス) 日本初演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

Tim Etchells 1962 在住都市：シェフィールド(イギリス)
83 

ティム・エッチェルス & ヴラトゥ
カ・ホルヴァ 

Vlatka Horvat 1974 在住都市：ニューヨーク 
世界初演 愛知芸術文化センター(ギャラリーＧ) 

84 ヤン・ファーブル  Jan Fabre 1958 在住都市：アントワープ（ベルギー） 日本初演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

85 フォースド・エンターテイメント Forced Entertainment 1984 結成 活動拠点：シェフィールド（イギリス） － 愛知芸術文化センター(ギャラリーＧ) 

平田オリザ 1962 在住都市：東京 
86 平田オリザ+石黒浩研究室(大阪大学) 

Oriza Hirata + Ishiguro 
Laboratory (Osaka University)

石黒浩 1963 在住都市：大阪 
世界初演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

87 平山素子 Motoko Hirayama 1967 在住都市：東京 世界初演 長者町会場(料亭河文) 

88 
ソニア・クーラナ 
(国際美術展での展示もあり) Sonia Khurana 1968 在住都市：ニューデリー 日本初演 愛知芸術文化センター(ギャラリーＧ) 

89 ラ・リボット    La Ribot 1962 在住都市：ジュネーヴ 世界初演 愛知芸術文化センター(ギャラリーＧ) 

90 まことクラヴ Makotocluv 2001 結成 活動拠点：東京 世界初演
愛知芸術文化センター(フォーラム) 
長者町会場(丹羽幸(株)) 

91 ニブロール  Nibroll 1997 結成 活動拠点：東京、神奈川 世界初演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

92 野村誠 Makoto Nomura 1968 在住都市：京都 世界初演 名古屋市立冨士中学校プール 

93 Open Reel Ensemble オープンリールアンサンブル 2009 結成 活動拠点：東京 － 長者町会場(旧モリリン名古屋支店ビル) 

94 ローザス Rosas 1983 結成 活動拠点：ブリュッセル(ベルギー) 
愛知単独
公演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

95 
梅田宏明 
(国際美術展での展示もあり) Hiroaki Umeda 1977 在住都市：東京 日本初演 愛知芸術文化センター(小ホール) 

96 山川冬樹 Fuyuki Yamakawa 1973 在住都市：神奈川 世界初演 愛知県芸術文化センター(ギャラリーＧ) 
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参加アーティスト(プロデュースオペラ)  

 アーティスト名 生年 出身地 新作 公演場所 

アッシャー・フィッシュ (指揮) Asher Fisch（Conductor） 1958 エルサレム(イスラエル) 
97 

粟國淳 (演出) Jun Aguni（Stage Director） 1967 東京 
新制作 愛知芸術文化センター(大ホール) 

 

参加アーティスト(映像プログラム) 

  アーティスト名 生年 活動拠点 上映場所 

98 有吉達宏 Tatsuhiro Ariyoshi 1984 東京 長者町会場(中愛ビル) 

99 石田尚志 Takashi Ishida 1972 東京 愛知芸術文化センター(小ホール) 

100 金東薫 Donghoon Kim 1977 京都 愛知芸術文化センター(小ホール) 

101 倉田愛実 Ami Kurata 1985 京都 長者町会場(中愛ビル) 

102 牧野貴 Takashi Makino 1978 東京 愛知芸術文化センター(小ホール) 

103 ジョナス・メカス Jonas Mekas 1922 ニューヨーク 愛知芸術文化センター(小ホール) 

104 アリアンヌ・ミシェル Ariane Michel 1973 パリ 愛知芸術文化センター(小ホール) 

105 岡田昭憲 Akinori Okada 1979 愛知 長者町会場(中愛ビル) 

106 奥山順市 Jun'ichi Okuyama 1947 東京 愛知芸術文化センター(小ホール) 

107 ニコラス・プロヴォスト Nicolas Provost 1969 ブリュッセル(ベルギー) 愛知芸術文化センター(小ホール) 

108 ベン・ラッセル Ben Russell 1976 シカゴ 愛知芸術文化センター(小ホール) 

109 アレクサンドル・ソクーロフ Alexander N. Sokurov 1951 サンクトペテルブルグ(ロシア) 愛知芸術文化センター(小ホール) 

Jean-Marie Straub 1933 
110 ストローブ＝ユイレ 

Daniel Huillet 1936/2006 没
パリ、トスカーナ(イタリア) 愛知芸術文化センター(小ホール) 

111 辻直之 Naoyuki Tsuji 1972 神奈川 愛知芸術文化センター(小ホール) 

112 アピチャッポン・ウィーラセタクン Apichatpong Weerasethakul 1970 チェンマイ(タイ) 愛知芸術文化センター(小ホール) 

 

企画コンペ入選キュレーター・アーティスト 

  キュレーター・アーティスト名 生年 在住都市 展示会場 

113 ブライアン・アルフレッド Brian Alfred 1974 ニューヨーク 愛知芸術文化センター(アートスペースＧ) 

114 ローレン・ベルコヴィッツ  Lauren Berkowitz 1965 メルボルン 愛知芸術文化センター(アートスペースＨ) 

鄭萬英(ジョン･マ
ンヨン) 1970 釜山 

李旻河(イ・ミンハ)
1979 千葉 115 長者町デキタテ工房 Choja-machi DEKITATE kobo 

文谷有佳里 1985 愛知 

長者町会場(伏見地下街) 

116 江幡京子  Kyoko Ebata 1973 東京 愛知芸術文化センター(アートスペースＨ) 

117 上西エリカ Erica Kaminishi 1979 東京 長者町会場(長者町繊維卸会館) 

118 北川貴好 Takayoshi Kitagawa 1974 東京 長者町会場(長者町繊維卸会館) 

119 小島千雪 Chiyuki Kojima 1971 東京 長者町会場(長者町繊維卸会館) 

120 宮川ひかる  Hikaru Miyakawa 1976 東京 愛知芸術文化センター(アートスペースＨ) 

121 水田紗弥子  Sayako Mizuta 1981 東京 愛知芸術文化センター(アートスペースＧ) 

122 小野友美 Tomomi Ono 1985 愛知 長者町会場(その他長者町地区内) 

大西治 1962 
123 大西治・大西雅子 Osamu Onishi,Masako Onishi 

大西雅子 1960 
京都 長者町会場(ARTISAN ビルほか) 

124 大山エンリコイサム Oyama Enrico Isamu Letter 1983 東京 長者町会場(ARTISAN ビル) 

125 櫻井裕子 Hiroko Sakurai 1984 愛知 長者町会場(ARTISAN ビル) 

126 佐藤健博 Takehiro Satow 1978 京都 長者町会場(長者町繊維卸会館ほか) 

127 リサ・マレイ・シュミット  Lisa Marei Schmidt 1978 エッセン(ドイツ) 愛知芸術文化センター(アートスペースＧ) 

128 孫遜(スン・シュン)  Sun Xun 1980 北京 愛知芸術文化センター(アートスペースＸ) 

129 タムラサトル Satoru Tamura 1972 栃木 長者町会場(伏見地下街) 

130 陳維錚(タン・ズイチン) Tan JuiChen 1976 京都 愛知芸術文化センター(アートスペースＸ) 

131 田中由紀子  Yukiko Tanaka 1966 愛知 愛知芸術文化センター(アートスペースＸ) 

132 戸井田雄 Yu Toida 1983 神奈川 長者町会場(伏見地下街ほか) 

谷川寛 1974 
133 

トロロスタジオ＋栗本設計所／ 
谷川寛＋栗本真壱 

Tololo Studio + Kurimoto Design Studio 
/ Hiroshi Tanigawa  + Shinichi 
Kurimoto  栗本真壱 1976 

愛知 長者町会場(その他長者町地区内) 

 



- 30 - 

 
 
 

① 祝祭性 

■愛知・名古屋のシンボリックな都市空間で、スペクタクルな作品を展開 

○オアシス21 (草間彌生 ≪命の足跡≫ ≪求道の輝く宇宙≫) 
愛知・名古屋の中心・栄地区の都市公園「オアシス21」の屋上にある「水の宇宙船」に、マゼンタ地

に黒色の水玉模様の浮島15個を浮かべた≪命の足跡(あしあと)≫と、大中小3種類のカーブミラー120個
を水底に沈めた≪求道(きゅうどう)の輝く宇宙≫の2つの作品を展示。 

風によって漂う浮島、テレビ塔など街の風景や雲などを映し込むカーブミラーが普段とは異なる空間

を演出した。昼と夜とでその表情が変わり、時間変化も感じさせる大規模な作品。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○名古屋城 (池田亮司 ≪spectra[nagoya]≫) 
成層圏まで到達する64台のサーチライトによる強烈な白色光と、10台のスピーカーから出力される正

弦波とを組み合わせたサイトスペシフィック※・インスタレーション≪spectra[nagoya]≫を、名古屋

城二の丸広場にて9月24日(金)、25日(土)の2日間 オールナイトで実施。(※特定の場所に帰属する性質を示すこと。) 

この「spectra」シリーズは、2008年にアムステルダムとパリで、2010年6月にスペインのバルセロナ

で行われ、日本では、あいちトリエンナーレ2010が初公開。 

都会の中心に突如出現したこの巨大な光のタワーは、都市のいたるところから視認でき、天候や雲の

動きよって常に変化し続けた。その姿は90km以上離れた長野県王滝村からも確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-(3)  主な特徴 

左：愛知芸術文化センターとオアシス 21 撮影：怡土鉄夫 

中：草間彌生《命の足跡》(2010)と名古屋テレビ塔、オアシス 21(昼) 

右：草間彌生《命の足跡》(2010)と名古屋テレビ塔、オアシス 21(夜) 

左：池田亮司《spectra[nagoya]》と名古屋城 

右：池田亮司《spectra[nagoya]》の会場の様子 
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■街や地域に溶け込んだ展示やパフォーマンス 

○約30組のアーティストが長者町会場などのまちなかで作品を展示。店先、日よけなど様々な場所で色

のグラデーションを見せるルシア・コッホによる作品や、店舗の庇をスクリーンにした志村信裕によ

る作品など、街の歴史や風景を取り込んだ展示を実施。 

○例年11月に開催される長者町の「ゑびす祭り」が、2010年はあいちトリエンナーレの会期に合わせて

10月23日(土)、24日(日)に開催された。祭ではKOSUGE1-16が制作した山車の練り歩きなどを行い、

訪れた多くの人々は現代美術の展示やパフォーマンスを楽しむことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 先端性 

○現代美術の国際展には75組のアーティストが参加し、その作品の多くは世界初または日本初紹介。世

界最先端の現代美術作品を鑑賞することで、新鮮で非日常的な感覚を来場者は体験することができた。 

○パフォーミング・アーツにおいては、平田オリザ＋石黒浩研究室(大阪大学)によるロボットと俳優が

共演する科学とコラボレーションした舞台を始め、既存ジャンルの枠に収まらない21組のアーティス

トによる世界初演、日本初演となる最先端の公演を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 複合性 

○現代美術(ヴィジュアル・アーツ)を中心にパフォーミング・アーツやオペラなども行い、ジャンルを

横断した展開を実施。 

○ジャンルを超えた出会いの場を創出するパフォーマンスやインスタレーションを展開。特に愛知芸術

左：ルシア・コッホ《Wave》(2010) 

右：長者町ゑびす祭りで曳かれる KOSUGE1-16 の《長者町山車プロジェクト：かたい山車》(2010)、長者町通 撮影：石田亮介 

左上・左下：松井紫朗 《チャンネル》(2010)  撮影：怡土鉄夫 

右上：平田オリザ＋石黒浩研究室(大阪大学) ロボット版《森の奥》(2010)  

撮影：南部辰雄 
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文化センター8階のギャラリーGでは、ラ・リボットによる言葉の断片をコラージュする≪Laughing 
Hole≫やスティーヴン･コーヘンによるアイデンティティに潜む疑問をテーマとした≪Chandelier≫
など、パフォーミング・アーツとヴィジュアル・アーツとが複合化した境界領域に位置する実験的表

現を紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 国際性 

○24の国と地域から131組のアーティストが参加し、国際色豊かな日本最大級のトリエンナーレとなっ

た。 

○アジアの主要な国際展が幅広く連携したシンポジウムを開催し、それぞれの国際展のミッションと活

動状況、主な成果等についての意見交換を実施。 

 

⑤ 普及・教育 

○国内のトリエンナーレでは、初めての試みとなるキッズトリエンナーレを開催した。 

○メイン会場の一つである愛知芸術文化センター8階に、子どもの創作意欲をかき立てるため、大きな

ダンボールタワーなどにより非日常感を演出した創作の場「デンスタジオ」を設置した。 

   ※企画内容等の詳細は、「Ⅳ-(1) 企画内容 ③普及・教育」(24ページ)に掲載 

左：ラ・リボット《Laughing Hole》 撮影：福永一夫 

右：スティーヴン・コーヘン《Chandelier》  

左：愛知芸術文化センター8階「デンスタジオ」入口 

右：「デンスタジオ」室内 
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８月          

日 時間 イベント名 入場方法 場所 人数 

10:00－20:00 記者内覧 報道関係者限定 全会場 276

11:00－19:00 西野達≪豆腐の仏陀と、醤油の後光 －極楽浄土≫ 無料 長者町 －

13:00、14:30、 

16:00、17:30 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 －

13:30－14:30 記者会見(監督・キュレーター・作家等) 報道関係者限定 芸文 70

13:30－20:00 一般内覧会 招待者限定 全会場 2,000

16:00－17:15 
ロボット演劇招待公演 平田オリザ + 石黒浩研究室(大阪大学)  

ロボット版≪森の奥≫ 
招待者限定 芸文 260

18:00－20:00 オープニング・レセプション 招待者限定 芸文 1,300

19:00－22:00 西野達≪ころがる愛知≫ 無料 長者町 －

20 日 

（金） 

21:00－23:00 アフター・パーティー(監督・キュレーター・作家等) 関係者限定 長者町 －

10:00－(芸文) 

11:00－(長者町) 
現代美術展企画コンペ Ａ日程展示開始(8/21～9/12) 

要美術展 

チケット 

芸文、

長者町
－

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 210

11:00－17:00 渡辺英司≪名称の庭—御園小学校≫ 
要美術展 

チケット 
長者町 －

11:00－19:00 村田峰紀 パフォーマンス 
要美術展 

チケット 
長者町 －

(公開中止) 西野達≪豆腐の仏陀と、醤油の後光 －極楽浄土≫ 無料 長者町 －

12:00－18:00 ラ・リボット≪Laughing Hole≫ 
要美術展 

チケット 
芸文 1,633

13:00－15:30 オープニングシンポジウムⅠ≪国際展のミッション―東アジアからの展望≫ 無料 芸文 120

14:00－16:00 キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム≪ダイナミックお絵描き≫ 無料 芸文 21

14:00－15:15 

19:00－20:15 
平田オリザ + 石黒浩研究室(大阪大学) ロボット版≪森の奥≫ 有料 芸文 490

18:00－21:00 ナウィン・ラワンチャイクン≪長者町ゑびすパーティーwith ナウィン≫ 無料 長者町 350

19:00－19:45 JUZU a.k.a. MOOCHY (NYS/CROSSPOINT)ライヴ 無料 芸文 －

19:00－22:00 西野達≪ころがる愛知≫ 無料 長者町 －

21 日 

（土） 

19:00－21:00 マーク・ボスウィック ライヴ 無料 長者町 150

10:00－12:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪素材のぼうけん１ シンブン・マウンテン≫ 
無料 芸文 19

11:00－19:00 村田峰紀 パフォーマンス 無料 長者町 －

13:30－15:30 オープニングシンポジウムⅡ≪クロストーク‐国際展の現場≫ 無料 芸文 110

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪つなげてならべて凸凹ロード≫ 
無料 芸文 17

14:00－15:15 平田オリザ + 石黒浩研究室(大阪大学) ロボット版≪森の奥≫ 有料 芸文 260

16:00－18:45 オープニングシンポジウムⅢ≪劇場における国際芸術祭の可能性≫ 無料 芸文 135

19:00－21:00 ジム・オヴェルメン ライヴ・パフォーマンス 無料 広小路 120

19:00－22:00 西野達≪ころがる愛知≫ 無料 長者町 －

22 日 

（日） 

19:00－21:00 カーメン・ストヤノフ 「芸術的ムサカ・パーティー」 無料 長者町 90

23 日 

（月） 
19:00－20:15 平田オリザ + 石黒浩研究室(大阪大学) ロボット版≪森の奥≫ 有料 芸文 260

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 17

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪ガーデン・カーデン まちなかの小さな緑≫ 
無料 芸文 14

24 日 

（火） 

14:00－15:15 

19:00－20:15 
平田オリザ + 石黒浩研究室(大阪大学) ロボット版≪森の奥≫ 有料 芸文 482

10:00－12:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪素材のぼうけん２ さわる・きる・だきしめる≫ 
無料 芸文 19

13:00－17:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪リズムと言葉・ラップで遊ぼう≫ 
無料 芸文 ※1

25 日 

（水） 

19:30－20:30 トリエンナーレスクール No.4 (ジム・オヴェルメン出演) 無料 長者町 －

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 15

10:00－17:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪リズムと言葉・ラップで遊ぼう≫ 
無料 芸文 ※1

26 日 

（木） 

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪くるくるまきまき繭玉をつくろう≫ 
無料 芸文 18

Ⅳ-(4)  会期中のイベント・プログラム 
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10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 15

10:00－17:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪リズムと言葉・ラップで遊ぼう≫ 
無料 芸文 24※1

27 日 

（金） 

19:00－21:00 木村崇人≪木もれ陽プロジェクト『星の回廊』≫ 無料 名城公園 376

10:00－12:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪素材のぼうけん３ カケラ・ヲ・ツナグ≫ 
無料 芸文 17

11:30－、15:30－ 野村誠パフォーマンス≪プールの音楽会≫ 無料 冨士中学校 240

14:00－14:30 

18:00－18:30 
ラ・リボット≪PARAichi-Distinguida≫ 有料 芸文 109

28 日 

（土） 

19:00－21:00 木村崇人≪木もれ陽プロジェクト『星の回廊』≫ 無料 名城公園 489

10:00－10:45、 

11:15－12:00 

キッズトリエンナーレ・イベント  

≪マーガレット一家 たっちゃんの紙芝居≫ 
無料 芸文 217

10:00ー16:30 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム 

≪グルグルワークショップ≫ 
無料 芸文 14

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪いぶし瓦で打楽器づくり≫ 
無料 芸文 22

14:00－14:30 

18:00－18:30 
ラ・リボット≪PARAichi-Distinguida≫ 有料 芸文 88

14:00－16:00 名古屋市美術館協力会共催事業 島袋道浩≪自作を語る≫ 無料 市美 95

17:00－17:30 村田峰紀 パフォーマンス 無料 長者町 －

18:00－20:00 
二村利之＋海上宏美＋建畠晢≪1960 年以降のアンダーグラウンド・パフ

ォーミングアーツについて ～七ツ寺共同スタジオの活動を通じて～≫ 
無料 長者町 30

29 日 

（日） 

19:00－21:00 木村崇人≪木もれ陽プロジェクト『星の回廊』≫ 無料 名城公園 591

 
９月      

日 時間 イベント名 入場方法 場所 人数 

3 日 

（金） 
19:00－19:50 

デルガド・フッシュ 

≪桃色のズボンと赤いヌバックの先の尖ったハイヒールをはいて、

襟ぐりが緩んだセーターの上に着た空色のウールのロングコート≫

有料 芸文 194

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム 

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 11

14:00－14:50 

19:30－20:20 

デルガド・フッシュ 

≪桃色のズボンと赤いヌバックの先の尖ったハイヒールをはいて、

襟ぐりが緩んだセーターの上に着た空色のウールのロングコート≫

有料 芸文 388

16:00－20:00 
ソニア・クーラナ 

≪Lying-down-on-the-ground:additional notes≫ 

要美術展 

チケット 
芸文 466

16:00－17:30 まことクラヴ≪長者町繊維街の日常≫ 無料 
芸文、長

者町等 
660

18:00－18:45 ボリス・シャルマッツ≪Quintette Cercle≫ 無料 名城公園 250

4 日 

（土） 

19:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫ 無料 長者町 －

10:00－18:00 アートホコテン 2010～長者町の祝祭～ 無料 長者町 －

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 13

14:00－14:45 ボリス・シャルマッツ≪Quintette Cercle≫ 無料 名城公園 210

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・ワークショッププログラム  

≪感じたままにクレイワーク≫ 
無料 芸文 11

15:00－15:30 村田峰紀 屋外パフォーマンス≪背中で語る≫ 無料 長者町

15:30－17:00 
KOSUGE1-16  

≪長者町山車プロジェクト『かたい山車』の試走とお披露目≫ 
無料 長者町

250

16:00－17:30 まことクラヴ≪長者町繊維街の日常≫ 無料 
芸文、

長者町
763

18:00－20:00 
ボーダレスカフェ／アーティスト編 (出演者：まことクラヴ、デル

ガド・フッシュ、ボリス・シャルマッツほか) 
無料 長者町 130

5 日 

（日） 

19:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫ 無料 長者町 －

10 日 

（金） 
12:00－19:00 

三田村光土里展≪青い誘惑≫  

19:00～20:00 オープニングトーク 
無料 七ツ寺 92

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 11

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 400

12:00－19:00 三田村光土里展≪青い誘惑≫ 無料 七ツ寺 89

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪フィジカル・ドローイング≫ 
無料 芸文 ※2

11 日 

（土） 

19:00－20:15 梅田宏明≪Adapting for Distortion／Haptic≫ 有料 芸文 264
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12:00－19:00 三田村光土里展≪青い誘惑≫ 無料 七ツ寺 163

13:00－15:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪ふしぎのくにへ、ようこそ１ そらはふしぎ≫ 
無料 芸文 14

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪フィジカル・ドローイング≫ 
無料 芸文 34※2

14:00－15:15 梅田宏明≪Adapting for Distortion／Haptic≫ 有料 芸文 264

12 日 

（日） 

17:00－19:00 
ボーダレスカフェ 

出演者：梅田宏明、乗越たかお（作家・舞踊評論家） 
無料 長者町 88

13:00－17:00 
米山和子展≪こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ≫ 

（公開制作） 
無料 七ツ寺 30

15 日 

（水） 10:00－(芸文) 

11:00－(長者町) 
現代美術展企画コンペ Ｂ日程展示開始(9/15～10/3) 

要美術展 

チケット 

芸文、

長者町
－

12:00－16:00 
ヤン･ファーブル公演関連企画  

≪カンパニーメンバーによる身体表現ワークショップ≫ 
有料 芸文 16

13:00－17:00 
米山和子展≪こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ≫ 

(公開制作) 
無料 七ツ寺 44

16 日 

（木） 

17:00－20:30 
あいちトリエンナーレ 2010 プロデュースオペラ≪ホフマン物語≫ 

中・高校生のためのゲネプロ公開 
無料 芸文 93

11:00－19:00 
米山和子展≪こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ≫  

19:00～20:00 オープニングトーク 
無料 七ツ寺 173

17 日 

（金） 
18:30－20:30 

シリーズ・トーク オペラ≪ホフマン物語≫ 第３回 

(第 1 回 6/16 19:00～20:30、第 2 回 7/15 19:00～20:30) 
有料 芸文 494※3

11:00－19:00 米山和子展≪こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ≫ 無料 七ツ寺 235

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 283

12:00－18:00 フォースド・エンターテイメント≪Quizoola!≫ 有料 芸文 109

14:00－17:15 
あいちトリエンナーレ 2010 プロデュースオペラ  

≪ホフマン物語≫ 
有料 芸文 2,164

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・ワークショッププログラム  

≪禁断の惑星これもアートか？：現代美術入門≫ 
無料 芸文 21

16:00－16:30 コンタクト・ゴンゾ≪non titled≫ 無料 芸文 132

18 日 

（土） 

19:00－20:00 
ヤン・ファーブル≪Another Sleepy Dusty Delta Day 〜またもけ

だるい灰色のデルタデー≫ 
有料 芸文 220

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 19

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 513

11:00－19:00 米山和子展≪こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ≫ 無料 七ツ寺 283

14:00－15:30 ワクワク、オペラ体験―オペラ≪ホフマン物語≫ 無料 芸文 189

14:00－15:00 
ヤン・ファーブル≪Another Sleepy Dusty Delta Day 〜またもけ

だるい灰色のデルタデー≫ 
有料 芸文 234

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪キラキラ☆モンスター≫ 
無料 芸文 18

17:00－17:30 コンタクト・ゴンゾ≪non titled≫ 無料 芸文 183

19 日 

（日） 

18:30－20:00 

ボーダレスカフェ/アーティスト編 

出演者：コンタクト・ゴンゾ、ヤン・ファーブルカンパニーメンバ

ー、ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァほか 

無料 長者町 108

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 509

14:00－17:15 
あいちトリエンナーレ 2010 プロデュースオペラ  

≪ホフマン物語≫ 
有料 芸文 2,179

14:00－15:00 
ヤン・ファーブル≪Another Sleepy Dusty Delta Day 〜またもけ

だるい灰色のデルタデー≫ 
有料 芸文 234

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪現代を生きるわたしの継色紙≫ 
無料 芸文 11

20 日 

(月･祝) 

17:30－18:00 コンタクト・ゴンゾ≪non titled≫ 無料 芸文 156

22 日 

（水） 
13:00－18:00 

ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァ 

≪Over the Table≫ 

要美術展 

チケット 
芸文 654

10:00－10:45 

11:15－12:00 

キッズトリエンナーレ・イベントプログラム  

≪マーガレット一家 たっちゃんの紙芝居≫ 
無料 芸文 312

13:00－18:00 
ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァ 

≪Over the Table≫ 

要美術展 

チケット 
芸文 2,379

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪マイ・文字・オブジェ≫ 
無料 芸文 16

23 日 

(木･祝) 

18:00－19:30 トリエンナーレスクール №5  (トーチカ出演) 無料 長者町 140
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11:00－19:00 栗本百合子展≪the lighting≫ オープニングトークあり 無料 七ツ寺 102

13:00－18:00 
ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァ 

≪Over the Table≫ 

要美術展 

チケット 
芸文 1,122

19:00－21:00 チェルフィッチュ≪わたしたちは無傷な別人である≫ 有料 芸文 204

24 日 

（金） 

オールナイト 
池田亮司≪spectra[nagoya]≫ 

(開場時間 17:30～23:30) 

要美術展 

チケット 
名古屋城 7,512

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 612

11:00－19:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺 158

11:00－16:00 
ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァ 

≪Over the Table≫ 

要美術展 

チケット 
芸文 2,074

14:00－16:00 

19:00－21:00 
チェルフィッチュ≪わたしたちは無傷な別人である≫ 有料 芸文 408

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム 
≪木炭デッサンでグレーの世界を体験しよう豊かな中間は美術の基本≫ 

無料 芸文 ※4

14:00－16:30 グラン・ドリーム・バレエ・フェス 有料 芸文 1,548

17:00－17:30 アントニア・ベア－≪Over The Shoulder≫ 有料 芸文 76

25 日 

（土） 

オールナイト 
池田亮司≪spectra[nagoya]≫ 

(開場時間 17:30～23:30) 

要美術展 

チケット 
名古屋城 18,241

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 543

10:30－12:00 キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム≪子どもツアーみてみる隊≫ 無料 芸文 27

11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺 156

11:00－16:00 
ティム・エッチェルス＆ヴラトゥカ・ホルヴァ 

≪Over the Table≫ 

要美術展 

チケット 
芸文 2,313

14:00－16:00 チェルフィッチュ≪わたしたちは無傷な別人である≫ 有料 芸文 204

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪布のしゃぼん玉をとばそう≫ 
無料 芸文 17

16:00－19:30 グラン・ドリーム・バレエ・フェス 有料 芸文 2,130

17:00－17:30 アントニア・ベア－≪Over The Shoulder≫ 有料 芸文 56

26 日 

（日） 

18:30－20:00 
≪ポエトリー･リーディングの夕べ≫ 野村喜和夫、馬場駿吉、建畠
晢、市川武史(アーティスト)、来島里奈(バイオリン) 

有料 七ツ寺 65

27 日 

（月） 
18:30－20:00 

トリエンナーレスクール No.6  

ゲスト：岡田利規(チェルフィッチュ主宰) 
無料 長者町 40

10:30－17:37 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

ストローブ＝ユイレ、牧野貴 

要美術展 

チケット 
芸文 16928 日 

（火） 
11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺 43

10:30－17:31 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

アリアンヌ・ミシェル、石田尚志、ニコラス・プロヴォスト 

要美術展 

チケット 
芸文 154

11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺

29 日 

（水） 

19:30－20:20 栗本百合子展＋演劇≪４時 48 分サイコシス／渇望≫ 有料 七ツ寺
115

10:30－19:30 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

石田尚志、金東薫、牧野貴、ベン・ラッセル 

要美術展 

チケット 
芸文 191

11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺

19:30－20:20 栗本百合子展＋演劇≪４時 48 分サイコシス／渇望≫ 有料 七ツ寺
117

30 日 

（木） 

20:30－21:40 
平田オリザ＋石黒浩研究室(大阪大学＆ATR 知能ロボティクス研究
所) アンドロイド演劇「さようなら」 

有料 芸文 245

    

10 月           

日 時間 イベント名 入場方法 場所 人数 

10:30－19:37 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

辻直之、奥山順市、ベン・ラッセル 

要美術展 

チケット 
芸文 161

11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺

19:30－20:20 栗本百合子展＋演劇≪４時 48 分サイコシス／渇望≫ 有料 七ツ寺
165

1 日 

（金） 

19:00－19:50 アントニア・ベア－≪Laugh≫ 有料 芸文 49

10:00、11:30、 

13:00、14:30 

キッズトリエンナーレ・イベントプログラム  

≪消しゴム版画でオリジナル・エコバッグを作ろう≫ 
無料 芸文 64

10:30－12:00 キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム≪子どもツアーみてみる隊≫ 無料 芸文 23

10:30－19:52 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

アレクサンドル・ソクーロフ、アリアンヌ・ミシェル 

要美術展 

チケット 
芸文 313

11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺

19:30－20:20 栗本百合子展＋演劇≪４時 48 分サイコシス／渇望≫ 有料 七ツ寺
194

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム 
≪木炭デッサンでグレーの世界を体験しよう豊かな中間は美術の基本≫ 

無料 芸文 15※4

14:00－18:00 オリヴァー・ヘリング≪TASK パーティー≫ 無料 長者町 102

2 日 

（土） 

19:00－19:50 アントニア・ベア－≪Laugh≫ 有料 芸文 66
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10:00、11:30、 

13:00、14:30 

キッズトリエンナーレ・イベントプログラム  

≪消しゴム版画でオリジナル・エコバッグを作ろう≫ 
無料 芸文 66

10:00－12:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪ふしぎのくにへ、ようこそ 2 ふしぎなどうぶつえん≫ 
無料 芸文 21

10:30－17:09 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

ジョナス・メカス 

要美術展 

チケット 
芸文 214

11:00－18:00 栗本百合子展≪the lighting≫ 無料 七ツ寺

19:30－20:20 栗本百合子展＋演劇≪４時 48 分サイコシス／渇望≫ 無料 七ツ寺
236

14:00－16:30 オー・インファン アーティストトーク≪自作について語る≫ 無料 市美 105

3 日 

（日） 

15:00－16:45 平山素子≪Carp with wings,me≫ 有料 長者町 123

5 日 

（火） 
10:30－17:47 

映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

ニコラス・プロヴォスト、ベン・ラッセル、辻直之 

要美術展 

チケット 
芸文 134

10:30－18:00 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

アリアンヌ・ミシェル、辻直之、金東薫、牧野貴 牧野貴トーク 

要美術展 

チケット 
芸文 297

6 日 

（水） 10:00－(芸文) 

11:00－(長者町) 
現代美術展企画コンペ Ｃ日程展示開始(10/6～10/31) 

要美術展 

チケット 

芸文、

長者町
－

7 日 

（木） 
10:30－20:00 

映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

アレクサンドル・ソクーロフ、石田尚志 石田尚志トーク 

要美術展 

チケット 
芸文 298

10:30－19:37 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

ジョナス・メカス、アリアンヌ・ミシェル 

要美術展 

チケット 
芸文 206

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 214

8 日 

（金） 

18:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫ 無料 名古屋大学 －

10:30－19:43 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

ストローブ＝ユイレ、アピチャッポン・ウィーラセタクン、金東薫

要美術展 

チケット 
芸文 472

13:00－14:30 トリエンナーレスクール No.7 ゲスト:渡辺英司 無料 長者町 85

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪音のワークショップ 科学×音楽＝アート！≫ 
無料 芸文 25

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 282

17:30－19:00 梅田哲也パフォーマンス 無料 長者町 150

9 日 

（土） 

18:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫ 無料 名古屋大学 －

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 20

10:30－17:50 
映像プログラム≪映像の第二世紀に向けて≫  

アピチャッポン・ウィーラセタクン、ストローブ＝ユイレ 

要美術展 

チケット 
芸文 519

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪ヒラヒラ開く染めの世界≫ 
無料 芸文 18

10 日 

（日） 

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 601

10:00－10:45 

11:15－12:00 

キッズトリエンナーレ・イベントプログラム  

≪マーガレット一家 たっちゃんの紙芝居≫ 
無料 芸文 489

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム  

≪わっしょい！ぼくらの鯛みこし≫ 
無料 芸文 25

14:00－16:00 狂言共同社≪Macbeth（マクベス）≫ 有料 芸文 809

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 608

14:30－21:00 
森祥子≪森祥子ピアノコンサート ゲスト：新澤隆志氏(左手のピア

ニスト)≫ 
無料 芸文 400

11 日 

（月・

祝） 

17:30－19:40 大治太鼓≪大祭 2010≫ 有料 芸文 1,656

12 日 

（火） 
18:30－21:00 

吉田文 名古屋オルガンの秋  

≪パイプオルガンと 2本のトランペットの華麗なる祭典～ブラヴィ

ッシモ Bravissimo! アイチッシモ Aichissimo!!～≫ 

有料 芸文 896

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 351

18:30－21:00 
川口節子バレエ団  

≪BALLET SELECTIONS 2010≫ 
有料 芸文 1,260

18:30－20:30 afterimage≪F･J･J･S≫ 有料 芸文 50

13 日

(水) 

19:00－20:30 
グループクレアティフ K 倉知可英＆児玉たまみ  

≪光の記憶～HIKARI≫ 
有料 芸文 

2,244
※5

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 309

15:00－17:00 
蒲郡市シニア吹奏楽団  

≪Powerful Senior フェスティバルコンサート≫ 
無料 芸文 1,234

14 日

(木) 

19:00－20:45 
社団法人現代舞踊協会中部支部 

≪躍動の祭典 コンテンポラリーダンス 2010≫ 
有料 芸文 1,628
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14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 471

18:00－19:30 ままごと≪あゆみ≫ 有料 芸文 232

15 日

(金） 

18:30－21:00 コール・フロイデ≪矢野としゑ指揮による合唱音楽と美術の共演≫ 有料 芸文 1,266

13:00－15:00 
地域における芸術祭－アートのある日常－ 

(柴幸男×平松隆之×唐津絵理)  
有料 長者町 －

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム 

≪大きな人の絵≫ 
無料 芸文 ※6

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 657

15:00－18:00 日本舞踊名花撰制作実行委員会≪日本舞踊名花撰≫ 有料 芸文 1,307

18:00－20:30 
ナゴヤディレクターズバンド≪あいちトリエンナーレ特別演奏会 

～吹く、奏でる、楽しむ そして 歌い踊る～≫ 
有料 芸文 920

18:30－20:30 
Art and the cities －アート、オルタナティヴな視座－ 

(雨森信×杉田敦×MUZZ×毛利嘉考×山本高之) 
無料 長者町 －

19:00－20:30 彩・祀・祭 制作実行委員会≪彩・祀・祭～SAI～≫ 有料 芸文 240

16 日 

（土） 

19:00－20:00 オープンリールアンサンブル ライブ 無料 長者町 530

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪いっしょに見よう！楽しもう！感じよう！1≫ 
無料 芸文 54

13:00－14:30 

17:00－18:30 
彩・祀・祭 制作実行委員会≪彩・祀・祭～SAI～≫ 有料 芸文 442

14:00－16:00 キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム≪大きな人の絵≫ 無料 芸文 44※6

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム  

≪ビリ・クシャ アートなぼうし≫ 
無料 芸文 13

14:00－20:00 高嶺格≪いかに考えないか？≫ 
要美術展 

チケット 
七ツ寺 755

15:00－16:00 オープンリールアンサンブル ライブ 無料 長者町 874

17:30－20:00 名古屋三曲連盟 ≪和・洋・楽・驚・響 ～和洋協演の響き～≫ 有料 芸文 1,608

17 日 

（日） 

18:00－20:10 
パブロワ・ニジンスキー記念 越智インターナショナルバレエ 

≪「ジゼル」全幕≫ 
有料 芸文 1,775

18 日 

（月） 
10:00－18:00 

スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －

19 日 

（火） 
10:00－18:00 

スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －

20 日 

（水） 
10:00－18:00 

スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －

10:00－20:00 
スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －21 日 

（木） 
19:30－21:40 演劇≪りすん≫（演出=天野天街／原作=諏訪哲史） 有料 七ツ寺 128

10:00－20:00 
スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －

19:00－20:15 ニブロール≪THIS IS WEATHER NEWS≫ 有料 芸文 146

22 日 

（金） 

19:30－21:40 演劇≪りすん≫(演出=天野天街／原作=諏訪哲史) 有料 七ツ寺 108

10:00－20:00 
スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム 

≪いっしょに見よう！楽しもう！感じよう！２≫ 
無料 芸文 14

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 389

13:30－16:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム 

≪高校生とトリエンナーレでみてしるトーク≫ 
無料 芸文 96

14:00－15:15 

19:00－20:15 
ニブロール≪THIS IS WEATHER NEWS≫ 有料 芸文 310

14:00－16:10 

19:30－21:40 
演劇≪りすん≫(演出=天野天街／原作=諏訪哲史) 有料 七ツ寺 241

17:00－17:45 スティーヴン・コーヘン≪Chandelier≫ 有料 芸文 126

10:00－17:00 
長者町ゑびす祭り 

(以下、ゑびす祭り関連のあいちトリエンナーレ 2010 イベント) 
無料 長者町 －

11:00－12:00 KOSUGE1-16≪かたい山車≫試走  無料 長者町 －

12:00－14:00 ナタリヤ・リボヴィッチ＆藤田央≪紙芝居＆ワークショップ≫  無料 長者町 －

13:00－16:00 トーチカ≪PiKAPiKA 体験ワークショップ≫  無料 長者町 －

14:30－15:00 村田峰紀 パフォーマンス  無料 長者町 －

15:00－17:00 KOSUGE1-16≪かたい山車≫練り歩き  無料 長者町 －

19:30－20:30 聞き耳(淺井裕介＋斉藤祐平)ライブペインティング  無料 長者町 300

23 日 

（土） 

18:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫  無料 長者町 －



- 39 - 

10:00－18:00 
スティーヴン・コーヘン≪The Wandering Jew≫－彷徨えるユダヤ人 

杉原千畝の崇高なる記憶に捧ぐ－ 

要美術展 

チケット 
芸文 －

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 310

10:00－12:00 
キッズトリエンナーレ・アーティストプログラム 

≪ふしぎのくにへ、ようこそ３ とんねるのむこうは？≫ 
無料 芸文 20

13:30－15:00 
ナタリア・リボヴィッチ＆藤田央 

≪2 万人からのメッセージ・Everyone is An EARTHIST≫ 
無料 市美 －

14:00－15:15 ニブロール≪THIS IS WEATHER NEWS≫ 有料 芸文 155

14:00－16:10 演劇≪りすん≫(演出=天野天街／原作=諏訪哲史) 有料 七ツ寺 143

16:00－16:45 あいちトリエンナーレ 2010 芸術監督 建畠晢によるギャラリートーク 
要美術展 

チケット 
芸文 －

17:00－17:45 スティーヴン・コーヘン≪Chandelier≫ 有料 芸文 138

10:00－16:00 
長者町ゑびす祭り 

(以下、ゑびす祭り関連のあいちトリエンナーレ 2010 イベント) 
無料 長者町 －

10:30－12:30 KOSUGE1-16≪かたい山車≫練り歩き  無料 長者町 －

13:00－16:00 トーチカ≪PiKAPiKA 体験ワークショップ≫  無料 長者町 －

15:00－15:30 村田峰紀 パフォーマンス  無料 長者町 －

18:00－21:50 
石田達郎 a.k.a. ジェット達 プロデュース・イベント 

≪心と体のゴーサイン／BODY, MIND, GO AHEAD≫ 
 無料 長者町 191

24 日 

（日） 

18:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫  無料 長者町 －

25 日 

（月） 
19:30－21:40 演劇≪りすん≫(演出=天野天街／原作=諏訪哲史) 有料 七ツ寺 144

26 日 

（火） 
19:00－20:40 ローザス≪ローザス・ダンス・ローザス≫ 有料 芸文 192

18:30－20:10 ローザス≪ローザス・ダンス・ローザス≫ 有料 芸文 192
27 日 

（水） 
19:00－20:30 

トリエンナーレスクール No.8  

ゲスト：ナタリア・リボヴィッチ＆藤田央 
無料 長者町 60

28 日 

（木） 
19:00－20:40 ローザス≪ローザス・ダンス・ローザス≫ 有料 芸文 192

18:00－19:45 
ファイナルシンポジウム 

「みんなで話そうあいちトリエンナーレ！」  
無料 市美 60

19:30－21:00 テニスコーツ＋梅田哲也 in 名古屋 有料 長者町 110

29 日 

（金） 

19:20－19:30 SKE48 トークイベント 無料 芸文 125

12:00－15:00 
ローザス ダンスワークショップ 

≪ローザス・ダンス・ローザスを踊る≫ 
有料 芸文 20

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・追加プログラム 

≪ふしぎアンテナ≫ 
無料 芸文 17

17:00－18:30 

アンヌ・テレサ・ドゥ･ケースマイケル＋ジェローム・ベル＋アンサ

ンブル・イクトゥス 

≪3Abschied ドライアップシート(3 つの別れ)≫ 

有料 芸文 799

(公開中止) 西野達≪転がる愛知≫ 無料 長者町 －

30 日 

（土） 

19:00－20:00 山川冬樹≪Pneumonia≫ 有料 芸文 137

10:30－12:00 
キッズトリエンナーレ・鑑賞プログラム  

≪子どもツアーみてみる隊≫ 
無料 芸文 24

11:00、13:00、 

15:00、17:00 

西京人≪第二章 ここは西京／旅路は彼方の世界へ(あいちヴァー

ジョン)≫ 
無料 芸文 594

14:00－16:00 
キッズトリエンナーレ・あいちワークショッププログラム 

≪ナンデモ絵筆で描こう≫ 
無料 芸文 18

14:00－15:30 

アンヌ・テレサ・ドゥ･ケースマイケル＋ジェローム・ベル＋アンサ

ンブル・イクトゥス  

≪3Abschied ドライアップシート(3 つの別れ)≫ 

有料 芸文 815

16:00－17:00 山川冬樹≪Pneumonia≫ 有料 芸文 150

31 日 

（日） 

18:00－22:00 西野達≪転がる愛知≫ 無料 長者町 －

 

※1：3 日間の講座参加者の延べ人数 

※2：2 日間の講座参加者の延べ人数 

※3：第 1回から第 3 回の延べ人数は 1,115 人 

※4：2 日間の講座参加者の延べ人数 
※5：公開ゲネプロを含む人数 

※6：2 日連続の講座参加者の延べ人数 
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■来場者数 

・最終的な来場者数は、当初想定した 30 万人の 2 倍近い 572,023 人となった。 
・1 日当たりの平均来場者数は約 8 千人で、会期末に向かって増加した。会期後半の 10 月の土日には

2 万人を超える日も多くあった。会期中で来場者が最も多かったのは spectra[nagoya]を開催した 9
月 25 日(土)で、34,511 人の来場があった。 

・プログラム別では、国際美術展の来場者が 497,053 人と最も多く、全体の約 87％を占めた。 
・国際美術展の来場者数(497,053 人)を会場別で比較すると、展示作品数が多く、アクセスも良い愛

知芸術文化センターが全体の 29.7％(147,821 人)と最も多くなっている。 
・来場者の内訳をカウントした国際美術展の主要 4 会場(愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、長

者町会場、納屋橋会場)では、中学生以下の来場者の割合が 14.3％と非常に高かった。 
 

○開催日別来場者数 
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○来場者数の推移 
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Ⅳ-(5)  来場者の状況 

10 万人 

9/10(金) 21 日目 

20 万人 

9/24(金) 35 日目

30 万人 

10/6(水) 47 日目

40 万人 

10/16(土) 57 日目

50 万人 

10/24(日) 65 日目
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○プログラム別の来場者数 

プログラム 来場者数 割合 内     訳 

国際美術展 497,053 人 86.9％

愛知芸術文化センター147,821 人 

名古屋市美術館 74,033 人 

長者町会場 85,709 人 

納屋橋会場 34,384 人 

名古屋城・名城公園 27,209 人 

オアシス 21 95,429 人 

中央広小路ビル 28,220 人 

七ツ寺共同スタジオ 4,248 人 

キッズトリエンナーレ 22,328 人 3.9％  

パフォーミング・アーツ 17,038 人 3.0％ ホール 11,813 人、その他 5,225 人 

映像プログラム 3,128 人 0.5％  

その他 2,329 人 0.4％ シンポジウム、美術展作家講演会・パフォーマンス等 

共催事業 30,147 人 5.3％ 祝祭ウィーク 17,967 人、西京人 4,363 人等 

合計 572,023 人 100％  

 
○国際美術展の会場別来場者数とその割合 

会     場 来場者数 割合 

愛知芸術文化センター 147,821 人 29.7％

名古屋市美術館 74,033 人 14.9％

長者町会場 85,709 人 17.2％

納屋橋会場 34,384 人 6.9％

名古屋城・名城公園 27,209 人 5.5％

オアシス 21 95,429 人 19.2％

中央広小路ビル 28,220 人 5.7％

七ツ寺共同スタジオ 4,248 人 0.9％

合計 497,053 人 100％

 
○国際美術展（主要 4会場）の来場者内訳 

会    場 一 般 大学生 高校生 中学生以下 招待者 合 計※ 

主要４会場合計 
262,752 人 

( 72.1%) 

29,266 人

(  8.0%)

8,603 人

(  2.4%)

51,981 人

( 14.3%)

11,673 人 

(  3.2%) 

364,275 人

(100.0%)

愛知芸術文化セ

ンター 

112,200 人 

( 66.0%) 

10,922 人

(  6.4%)

5,215 人

(  3.1%)

37,333 人

( 21.9%)

4,479 人 

(  2.6%) 

170,149 人

(100.0%)

名古屋市美術館 
55,876 人 

( 75.5%) 

6,865 人

(  9.3%)

1,787 人

(  2.4%)

6,856 人

(  9.2%)

2,649 人 

( 3.6%) 

74,033 人

(100.0%)

長者町会場 
67,145 人 

( 78.3%) 

8,131 人

(  9.5%)

1,263 人

(  1.5%)

5,984 人

(  7.0%)

3,186 人 

(  3.7%) 

85,709 人

(100.0%)

 

納屋橋会場 
27,531 人 

( 80.1%) 

3,348 人

(  9.7%)

338 人

(  1.0%)

1,808 人

(  5.3%)

1,359 人 

(  3.9%) 

34,384 人

(100.0%)

※国際美術展及びキッズトリエンナーレを合計した人数 
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■来場者の傾向 

・来場者を対象に実施したアンケート調査に基づく来場者の傾向は次のとおり。 

＜アンケート実施概要＞ 
・主要 4 会場において調査員がアンケート用紙を配布し、回収ボックス及び郵送で回収した。また、同内

容のアンケートをウェブに掲載した。（回答数 3,781） 
 

○来場者の属性 
・男女別では、女性が 7 割、男性が 3 割となっている。 
・子どもを除く一般来場者の年齢別では、10 代～30 代の比較的若い世代が約 6 割を占めている。 
・名古屋市内、名古屋市を除く県内、県外からの来場者がそれぞれ約 3 割となっている。 
・アンケートの回答の中では、43 都道府県からの来場があった。 
・地域別では、県外からの来場者のうち、首都圏及び京阪神からが 5 割となっている。 
 

性別 比率 

男 29.1% 

女 70.9% 

  

回答数 3,410  

女性

男性

年齢 比率 

10 代 4.9% 

20 代 29.3% 

30 代 26.3% 

40 代 18.6% 

50 代 12.1% 

60 代以上 8.8% 

 

回答数 3,409  

60代

以上

50代

40代

10代

30代

20代

お住まい 比率 

名古屋市 32.2% 

県内 
（名古屋市外） 34.8% 

県外 32.9% 

海外 0.1% 

  

回答数 3,308  

県内

名古

屋市県外

海外

 

 

※割合は、合計人数を県外と回答した全体の人数(1,087 人)

で割ったもの。 

圏域 内訳 割合(％) 

東京都 

神奈川県 

埼玉県 
首都圏 

千葉県 

32.7

大阪府 

京都府 京阪神 

兵庫県 

17.4

岐阜県 

三重県 東海 

静岡県 

33.5

その他 16.4

計 100.0
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①国際美術展 

■国際美術展の券種について 

 ・チケットの早期購入を呼びかけるため、廉価な特別先行前売券を 4 月限定で販売した。 
・高校生の来場を促すため、高校生チケットの価格設定を特に廉価とした。 
・何度も入場する来場者を想定してフリーパスを用意した。 

券種 
特別先行前売券

〔22.4.1～4.30〕

前売券 

〔22.5.1～8.20〕

当日券 

〔22.8.21～10.31〕 
備考 

一般 1,000 円 1,400 円 1,800 円 

大学生 700 円 1,000 円 1,300 円 

普通チケット 

高校生 300 円 500 円 700 円 

全会場に 1回ずつ入場可 

(当日に限り再入場可) 

ペアチケット 一般 2,600 円  2 枚綴り、切り離して利用可

一般 1,100 円 1,400 円 

大学生 800 円 1,000 円 

団体割引チケット 

高校生 300 円 400 円 

20 人以上 

一般 3,000 円 3,500 円 

大学生 2,000 円 2,500 円 

割
引
チ
ケ
ッ
ト フリーパス 

高校生 1,000 円 1,200 円 

実券に記名の本人に限り何度

でも入場可 

※中学生以下は無料。 
  ※身体等に障がいのある方、及び付き添いの方 2 名までは、当日料金の半額。 

■販売実績について 

 ・国際美術展全体では、販売目標枚数の 10 万枚を大きく超え、最終的には 176,228 枚に達した。 
 ・特別先行前売券は、販売期間の 1 か月で 7 万枚を超える販売枚数となり、トリエンナーレの PR に

もつながる効果があった。 

券種 
特別先行前売券

〔22.4.1～4.30〕

前売券 

〔22.5.1～8.20〕

当日券 

〔22.8.21～10.31〕 
合計 

一般 66,688 枚 6,870 枚 54,461 枚 128,019 枚 

大学生 2,676 枚 1,030 枚 8,793 枚 12,499 枚 

普通チケット 

※団体割引を含む 

高校生 7,601 枚 931 枚 3,345 枚 11,877 枚 

ペアチケット 一般  3,378 枚  3,378 枚 

一般  2,746 枚 2,872 枚 5,618 枚 

大学生  490 枚 605 枚 1,095 枚 

割
引
チ
ケ
ッ
ト 

フリーパス 

高校生  100 枚 87 枚 187 枚 

spectra[nagoya]単独券   13,555 枚 13,555 枚 

合計 76,965 枚 15,545 枚 83,718 枚 176,228 枚 

販売金額  217,791,240 円 

 

Ⅳ-(6)  チケットの販売状況 
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②パフォーミング・アーツ（劇場公演） 

・劇場公演(6 企画 19 公演)とワークショップ(2 回)で 4,537 枚のチケットを販売し、その金額は合計

で 18,486,660 円となった。 
・小ホール公演はすべての公演でほぼ完売となったが、大ホール公演は販売予定枚数の 7 割程度とな

った。 

・平成 22 年 5 月 21 日から前売チケットを販売したところ、ヤン・ファーブルとローザスは短期間で

完売し、追加公演の有無に関する問い合わせが多数あった。 

№ 演目等 
販売枚数

（枚） 
券種 

枚数 

（枚） 

単価 

（円） 

金額 

（円） 

1 1,075 前売 683 3,000 2,049,000

 当日 175 3,500 612,500

 学生(前売) 73.5 2,000 147,000

 

平田オリザ＋石黒浩研究室(大阪大学） 

ロボット版『森の奥』 

【小ホール/4公演＋追加2公演】 

割引 143 2,700 386,100

2 469 前売 254 3,000 762,000

 当日 130 3,500 455,000

 学生(前売) 39 2,000 78,000

 

デルガド・フッシュ 

『桃色のスボンと赤いヌバックの先の尖ったハイヒールをはいて、襟ぐりが緩

んだセーターの上に着た空色のウールのロングコート』  

【小ホール/3公演】 割引 46 2,700 124,200

3 451 前売 284 3,000 852,000

 当日 91 3,500 318,500

 学生(前売) 45 2,000 90,000

 

梅田宏明 

『Adapting for Distortion / Haptic』 

【小ホール/2公演】 

割引 31 2,700 83,700

4 534 前売 408 5,000 2,040,000

 当日 49 5,500 269,500

 学生(前売) 63 3,000 189,000

 

ヤン・ファーブル 

『Another Sleepy Dusty Delta Day 

～またもけだるい灰色のデルタデー』 

【小ホール/3公演】 割引 14 4,500 63,000

5 475 前売 296 5,000 1,480,000

 当日 124 5,500 682,000

 学生(前売) 30 3,000 90,000

 

ローザス 

『ローザス・ダンス・ローザス Rosas danst Rosas』

【小ホール/3公演】 

割引 25 4,500 112,500

6 1,306 前売(S席) 609 6,000 3,654,000

 前売(S席/ペア) 244 5,500 1,342,000

 前売(S席/団体) 30 5,400 162,000

 前売(S席/生協) 3 5,220 15,660

 前売(A席) 96 5,000 480,000

 前売(B席) 67 4,000 268,000

 前売(A席/学生) 153 2,000 306,000

 当日(S席) 57 6,500 370,500

 当日(A席) 16 5,500 88,000

 

アンヌ・テレサ・ドゥ･ケースマイケル 

＋ジェローム・ベル＋アンサンブル・イクトゥス 

『3Abschied ドライアップシート(3つの別れ)』 

【大ホール/2公演】 

当日(B席) 31 4,500 139,500

- 通し券（8公演の通し券を24組売上） 
 (24組)

192
通し券 

(24組) 

192 

（28,000）

3,500 
672,000

a ヤン・ファーブルワークショップ 15 当日 15 3,000 45,000

b ローザスワークショップ 20 当日 20 3,000 60,000

 合 計 4,537    18,486,660

※実行委員会の収入となる公演のみを計上しており、実演団体等の収入となる公演（小ホールの 3 企画 9 公演、ロボット版『森

の奥』の追加 2 公演の半額）は計上していない。 



- 45 - 

③パフォーミング・アーツ（ギャラリーG等公演） 

・ギャラリーG(5 企画 13 公演)で 894 枚、納屋橋会場(1 企画 514 公演)で 432 枚のチケットを販売し、

その金額は合計で 2,127,000 円となった。 
・ギャラリーG(美術館の展示スペース)でパフォーミング･アーツを上演するという新たな試みではあ

ったが、スティーブン･コーヘンと山川冬樹は前売で全チケットを完売するなど、会期後半に向けて

浸透していった。 

 
№ 演目等 

販売枚数

（枚） 
券種 

枚数 

（枚） 

単価 

（円） 

金額 

（円） 

○ギャラリーG 

1 150 前売 46 2,000 92,000

 

ラ・リボット『PARAichi-Distinguida』 

【4公演】 当日 104 2,000 208,000

2 93 前売 37 1,000 37,000

 

フォースド・エンターテイメント『Quizoola!』 

【1公演】 当日 56 1,000 56,000

3 165 前売 71 2,000 142,000

 

アントニア・ベアー『Over The Shoulder』/『Laugh』

【4公演】 当日 94 2,000 188,000

4 246 前売 246 2,000 492,000

 

スティーヴン・コーヘン『Chandelier』 

【2公演】 当日 販売なし 

5 240 前売 240 2,000 480,000

 

山川冬樹『Pneumonia』 

【2公演】 当日 販売なし 

 

 小 計 894    1,695,000

○納屋橋会場 

1 前売 199 1,000 199,000 

 

ボリス・シャルマッツ『héâtre-élévision』 

【514公演(１日7～8公演、１公演につき１名のみ鑑賞可)】
432

当日 233 1,000 233,000

 
 小 計 432

   
432,000

 
 合 計 1,326    2,127,000

 

④パフォーミング・アーツ（まちなか公演） 

・まちなかで行うパフォーミング・アーツのうち、唯一の有料公演である「平山素子『Carp with wings, 
me』」については、日本のコンテンポラリーダンス界をリードする平山素子が名古屋を代表する老舗

料亭「河文」で公演を行うことや、ダンスの上演前に茶菓を呈上し、そこからパフォーマンスを開

始するという企画の斬新さなどが注目され、販売した 99 枚のチケットは短期間で完売となった。 

 
№ 演目等 

販売枚数

（枚） 
券種 

枚数 

（枚） 

単価 

（円） 

金額 

（円） 

○料亭 河文 

1 前売 99 4,000 396,000 

 

平山素子『Carp with wings,me』 

【1公演】 
99

当日 販売なし 

 
 合 計 99    396,000
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⑤プロデュースオペラ 

・2 公演で 4,310 枚のチケットを販売し、その金額は 35,430,930 円となった。 
・公演日が近づくにつれてメディアでの露出が増え、これに伴ってチケットの販売が急伸した。公演

日の数日前にはすべてのチケットが完売となった。 

№ 演目等 
販売枚数

（枚） 
券種 

枚数 

（枚） 

単価 

（円） 

金額 

（円） 

1 4,310 前売(S席) 522 13,000 6,754,800

 前売(S席/ペア) 1,594 11,500 18,063,480

 前売(A席) 114 9,000 1,020,960

 前売(A席/ペア) 314 8,100 2,509,600

 前売(B席) 112 7,000 777,840

 前売(B席/ペア) 276 6,300 1,719,610

 前売(C席) 154 5,000 764,800

 前売(C席/ペア) 338 4,500 1,503,000

 前売(D席) 559 3,000 1,662,840

 

あいちトリエンナーレ2010プロデュースオペラ 

『ホフマン物語』 

【大ホール/2公演】 

前売(D席/学生) 327 2,000 654,000

 合 計 4,310    35,430,930

 ※先行予約等の割引があるため、枚数×単価は金額と一致しない。 
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■あいちトリエンナーレ 2010 祝祭ウィーク共催事業 

・「祝祭ウィーク」(平成 22 年 10 月 11 日(月･祝)～17 日(日))期間中に、愛知芸術文化センターの大ホー

ル、コンサートホール及び小ホールにおいて、企画公募(平成 21 年 4 月 16 日～6 月 30 日募集)により

決定した地元文化芸術団体等と実行委員会、愛知芸術文化センターの 3 者による共催で舞台公演を行

った。 
・公募には 54 の団体・個人が応募し、①祝祭性に富むか、②愛知県芸術劇場(各ホール)の持つ機能を十

分活かした企画か、③優れた活動実績を有するか、等を基準に審査・選考を行い、最終的に 16 の団

体・個人が選定された。 
・公演分野は日本舞踊、狂言、邦楽、和太鼓などの伝統芸能のほか、バレエ、合唱、演劇など。全 19

公演の総入場者数は 17,967 人であった。 

 【祝祭ウィークプログラム一覧】 

○愛知芸術文化センター大ホール 

公演日 主催者名 公演名 分 野 入場者数(人)

10/11(月･祝) 大治太鼓 大祭 2010 
伝統芸能 

(和太鼓) 
1,656

10/13(水) 川口節子バレエ団 BALLET SELECTIONS 2010 
舞踊 

(バレエ) 
1,260

10/14(木) 
社団法人現代舞踊協会 

中部支部 
躍動の祭典 コンテンポラリーダンス 2010 

舞踊 

(現代舞踊) 
1,628

10/16(土) 
日本舞踊名花撰 

制作実行委員会 
日本舞踊名花撰 

伝統芸能 

(日本舞踊) 
1,307

10/17(日) 
越智インターナショナ

ルバレエ 
「ジゼル」全幕 

舞踊 

(バレエ) 
1,775

○愛知芸術文化センターコンサートホール 

公演日 主催者名 公演名 分 野 入場者数(人)

10/11(月･祝) 狂言共同社 Macbeth(マクベス) 
伝統芸能、オペ

ラ 
809

10/12(火) 吉田 文 
パイプオルガンと 2 本のトランペットの華麗なる祭典 

～ブラヴィッシモ Bravissimo! アイチッシモ Aichissimo!!～ 

音楽(オルガン、

トランペット) 
896

10/13(水) 
グループクレアティフＫ 

倉知可英 ＆ 児玉たまみ 
光の記憶～HIKARI 

音楽、コンテン

ポラリーダンス 

2,244

(2 公演)

10/14(木) 蒲郡市シニア吹奏楽団 Powerful Senior フェスティバルコンサート 
音楽 

(吹奏楽) 
1,234

10/15(金) コール・フロイデ 矢野としゑ指揮による合唱音楽と美術の共演 
音楽 

(合唱)他 
1,266

10/16(土) 
ナゴヤディレクターズ

バンド 

あいちトリエンナーレ特別演奏会 

～吹く、奏でる、楽しむ そして 歌い踊る～ 

音楽 

(吹奏楽) 
920

10/17(日) 名古屋三曲連盟 和・洋・楽・驚・響～和洋協演の響き～ 
音楽(邦楽、オー

ケストラ) 
1,608

○愛知芸術文化センター小ホール 

公演日 主催者名 公演名 分 野 入場者数(人)

10/11(月･祝) 森 祥子 
森祥子ピアノコンサート  

ゲスト：新澤隆志氏(左手のピアニスト) 

音楽 

(ピアノ) 
400

10/13(水) afterimage F･J･J･S 
舞踊(コンテンポ

ラリーダンス) 
50

10/15(金) ままごと あゆみ 演劇 232

10/16(土)・ 

17(日) 

彩･祀･祭 制作実行委

員会 
彩･祀･祭～SAI～ 

音楽、舞踊、 

伝統芸能他 

682

(3 公演)

 

Ⅳ-(7) 地域との連携 ①共催事業 
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■七ツ寺共同スタジオとの共催事業 

・前衛芸術の拠点として古くから知られる七ツ寺共同スタジオとの共催により、現代美術と演劇のコラ

ボレーション企画「七ツ寺共同スタジオプロジェクト『往還－地熱の荒野から－』」を七ツ寺共同ス

タジオにおいて実施した。(総入場者：3,224 人) 
 

○七ツ寺共同スタジオプロジェクト「往還－地熱の荒野から－」プログラム 

プログラム名 開催日 入場者数(人) 

三田村光土里展『青い誘惑』 9/10(金)～9/12(日) 344

米山和子展『こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ』公開制作 9/15(水)～9/16(木) 74

米山和子展『こめのゆめ 2010 七ツ寺共同スタジオ』 9/17(金)～9/19(日) 691

栗本百合子展『the lighting』 
9/24(金)～10/3(日) 

※9/27(月)を除く 

栗本百合子展＋演劇『4時 48 分サイコシス/渇望』 

(作：サラ・ケイン 演出：にへいたかひろ) 
9/29(水)～10/3(日) 

1,286

ポエトリー・リーディングの夕べ 

(出演：野村喜和夫、馬場駿吉、建畠晢、市川武史、来島里奈)
9/26(日) 65

演劇『りすん』 

(演出：天野天街 原作：諏訪哲史) 
10/21(木)～10/25(月) 764

 

 
■東海テレビとの共催事業 

・バレエに高い関心を有するこの地域において、地元バレエ界が従来のバレエ団の枠を超え、横断的に

参加するバレエの祭典「グラン・ドリーム・バレエ・フェス」を東海テレビとの共催により愛知芸術

文化センター大ホールにおいて実施した。(総入場者：3,678 人、出演団体：60 バレエ団体) 
 
○「グラン・ドリーム・バレエ・フェス」プログラム 

プログラム名 公演日 入場者数(人) 

“バレエ・フェスティバル” 

(地元振付家 4 人による創作作品) 
9/25(土) 1,548

“スペシャル・ガラ・コンサート” 

(海外招聘も含めた 4組の一流ダンサーによるグラン・パ・ド・ドゥ及び 

吉田都出演｢オーロラ姫の結婚｣ハイライト版) 

9/26(日) 2,130
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■その他の共催事業 

・長者町会場において、長者町青長会(長者町地区にある企業の若手経営者の会)やサポーターズクラブ

との共催でアーティストパーティやトリエンナーレスクールを開催した。(総入場者：765 人) 
 

○その他の共催事業プログラム 

№ プログラム名 開催日 開催場所 共催者 参加者数

 

1 

 

長者町ゑびすパーティー 

with ナウィン 
8/21(土) 

長者町 

(堀田商事北側駐車場) 
長者町青長会 350 人

 

2 

 

芸術的ムサカ・パーティー 8/22(日) 
長者町 

(万勝S館 1階 ATカフェ)
サポーターズクラブ 90 人

 

3 

 

トリエンナーレスクール 325 人

 

№5 

 

ゲスト： 

トーチカ 
9/23(木) 

長者町 

(万勝S館 1階 ATカフェ)
サポーターズクラブ (140 人)

 

№6 

 

ゲスト： 

岡田利規 
9/27(月) 

長者町 

(万勝S館 1階 ATカフェ)
サポーターズクラブ (40 人)

 

 

 

№7 

 

ゲスト： 

渡辺英司 
10/9(土) 

長者町 

(万勝S館 1階 ATカフェ)
サポーターズクラブ (85 人)

 

 

 

 

№8 

 

ゲスト： 
ナタリア・リボヴィ
ッチ＋藤田央 

10/27(水) 
長者町 

(万勝S館 1階 ATカフェ)
サポーターズクラブ (60 人)
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・地元の芸術系大学等とは、並行企画(パラレルイベント)の開催や作家の作品制作のサポート等で協力

を得るとともに、普及・教育プログラムの実施などで連携した。 

  
■並行企画の開催 

・あいちトリエンナーレ 2010 関連企画として現代美術展を開催し、相互広報を実施した。     
主催者 企画名 開催場所 開催期間 内   容 

愛知県立芸術大学 
アイチ・ジーン 

AICHI GENE  

–some floatinｇ affairs- 
同大学芸術資料館 9/14(火)～10/3(日)

愛知県ゆかりの若手作家
を中心とした現代美術展

 
■作品制作のサポート・場所提供等 

・出品作家の作品制作に際して、制作場所の提供や作業スタッフの派遣などで協力を得た。 
大学名 協力内容 

名古屋芸術大学 

・蔡國強氏の火薬絵画の制作場所の提供、学生の協力 
・ジュー･チュンリン氏の作品制作道具の貸与、場所の提供、学生の協力 
・マーク･ボスウィック氏の作品展示の補助 
・島袋道浩氏の作品の制作 

愛知県立芸術大学 

・シプリアン･ガイヤール氏の作品制作の場所の提供 
・ジラユ･ルアンジャラス氏の彫像の制作協力 
・ミケランジェロ･コンサーニ氏の彫像の制作協力 
・ダヴィデ･リヴァルタ氏の制作補助(学生の協力) 
・ジンミ･ユーン氏の制作補助(学生の協力) 
・斉と公平太氏の記録映像撮影の補助(学生の協力) 

名古屋大学 
・オリヴァー･ヘリング氏の学内レクチャーの設定、制作の補助、場所の提供、学生の紹介 
・宮永愛子氏の学内レクチャーの設定、学生の協力 

 
■事業実施のサポート 

・各種イベント等の事業実施に際し、サポートを受けた。 
大学名 協力内容 

愛知県立芸術大学 
・ナウィン･ラワンチャイクン氏のパーティー開催に際しての学内レクチャー手配、サポート 
・ジム･オヴェルメン氏のパフォーマンス開催に際してのコーラス指揮者の卒業生手配 

名古屋大学 ・西野達氏の作品展示場所の提供 

 
■普及・教育プログラムの実施支援 

・学校へのアーティスト派遣事業の実施に際して、講師を派遣するなどの協力を得た。 
大学名 協力内容 

愛知県立芸術大学 ・准教授 1名を県立岩倉総合高等学校への派遣 

・キッズトリエンナーレにおける普及･教育プログラムの実施に際して、プログラムの企画や実施な

どで協力を得た。 
大学名 協力内容 

愛知県立芸術大学 ・「フィジカルドローイング」始め２プログラムの実施 

名古屋造形大学 ・「大きな人の絵」の実施 

名古屋芸術大学 ・「消しゴム版画でオリジナル・エコバッグを作ろう」始め２プログラムの実施 

愛知教育大学 ・「つなげてならべて凸凹ロード」始め３プログラムの実施 

名古屋経済大学 ・「いぶし瓦で打楽器づくり」の実施 

名古屋経営短期大学 ・「ナンデモ絵筆で描こう」の実施 

名古屋柳城短期大学 ・「ふしぎのくにへようこそ 1、2、3」の実施 

愛知学泉短期大学 ・「現代を生きるわたしの継色紙」の実施 

  

Ⅳ-(7) 地域との連携 ②芸術系大学等との連携 
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・会期中に開催され、トリエンナーレの開催趣旨に合致した愛知県内の企画展やコンサートを「並行企

画(パラレルイベント)」とし、一体的かつ相互に広報展開を図った。 

№ 会 場 企画名 開催期間 企画内容 

1 
ザ・風景-変貌する現代の

眼 
4/24(土)～9/12(日) 

風景をテーマにした当館の現代コレクショ

ンを紹介 

2 

名古屋ボストン美術館 

時の遊園地 
4/24(土)～6/27(日) 

7/3(土)～9/12(日) 

櫃田伸也氏を含む名古屋で紹介したい現代

作家の展覧会 

3 
森村泰昌-なにものかへの

レクイエム 
6/26(土)～9/5(日) 日本を代表する現代作家の個展 

4 

豊田市美術館 

石上純也-建築のあたらし

い大きさ 
9/18(土)～12/26(日) 若手現代建築家の個展 

5 
愛知県立芸術大学芸術

資料館 

アイチ・ジーン 

AICHI GENE  

–some floatinｇ affairs-

9/14(火)～10/3(日) 
愛知県ゆかりの若手作家を中心とした現代

美術展 

6 電気文化会館 
迷宮の愉楽-ヴェネツィア

に 
10/6(水) 

ヴェネツィアにちなむ現代音楽のコンサー

ト 

7 
中京大学アートギャラ

リーＣ・スクエア 

冨岡奈津江展「陶のいきも

の」 
9/21(火)～10/23(土) 動物を象る若手現代陶芸作家の展覧会 

8 
碧南市藤井達吉現代美

術館 
庄司達展「空間の航行」 8/24(火)～10/3(日) 愛知県を代表する現代造形作家の個展 

9 
Fragmentation／フラグメ

ンテーション 
9/27(月)～10/8(金) 

伏木啓氏によるイメージの断片化と時間を

モチーフとする映像作品展 

10 

名古屋大学教養教育院

プロジェクトギャラリ

ー「clas」 ダムタイプ《S/N》アーカ

イブ 
10/25(月)～11/1(月) 

ダムタイプの《S/N》に関連した映像アーカ

イブの展示 

11 愛知県陶磁資料館 
現代の陶芸-あいちトリエ

ンナーレ 2010 によせて- 

4/1(木)  

  ～2011/3/31(木) 

当館所蔵の現代陶芸作品を中心に多様な現

代陶芸を紹介 

12 
アーバンリサーチ名古

屋店 3階ギャラリー 
都市の断片 8/21(土)～10/31(日) 

トリエンナーレ出品作家を含む現代アーテ

ィスト(映像・立体)による展覧会 

13 マルケイ観光ビル 名駅4丁目巨大壁面アート 10/25(月)～ 大巻伸嗣氏が巨大な壁面アートを制作 

 
 
 

Ⅳ-(7) 地域との連携 ③並行企画(パラレルイベント) 
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・平成 21 年 6 月から平成 22 年 7 月末まで、民間団体や自治体、文化芸術団体等が原則として県内で実

施する文化芸術事業をパートナーシップ事業として募集・決定し、相互の広報協力などによりお互い

の事業の盛上げを図った。 
・応募・決定件数は 498 件。決定した事業はトリエンナーレのホームページに随時掲載したほか、チラ

シでもその開催を PR した。応募者には、広報用のチラシやホームページなどへの「あいちトリエン

ナーレ 2010 パートナーシップ事業」の名称とトリエンナーレのロゴマークの掲載を依頼した。 
・また、平成 22 年 4 月以降、有料で展覧会や公演等を行うパートナーシップ事業の相手方とチケット

半券の提示による入場料の相互割引を実施し、お互いの誘客を図った。 
・応募分野は、全体の 3/4 を占める美術のほか、音楽、伝統芸能、舞踊、演劇など多岐にわたった。 
 
 

【ジャンル別内訳】 
 
 
 
 

 

美術 音楽 演劇 舞踊 伝統芸能 その他 合計 

369 件 56 件 10 件 12 件 20 件 31 件 498 件 

音楽 
11.3% 

美術 
74.1% 

演劇 
2.0% 

舞踊 
2.4% 

伝統芸能

4.0%

その他

 6.2% 

Ⅳ-(7) 地域との連携 ④パートナーシップ事業 
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○パートナーシップ事業一覧 

※名、尾、西、東はそれぞれ開催された地域を示す。(名＝名古屋、尾＝尾張、西＝西三河、東＝東三河) 
 

【美術（369 件）】 34 小畠由実 個展 名 69 公募みよし美術展 西 104 山田俊彦展 名

No 事業名 地域 35 西日本医科学生写真連盟展 名 70
あいちアートの森＝アートが開く

あいちの未来＝ 
全県 105 

奥三河名倉高原アートフェスティ

バル 
東

1 
特別企画 輝きの色彩 横山大観

展 
尾 36 

馬骨子才林戯れ描展（ばこつしさ

いりん ざれがきてん） 
名 71 小牧アートフェスタ上街道 vol.3 尾 106 

STANDING PINE-cube "Very Inner 

Place"杉山健司展 
名

2 所蔵企画展「夢みる女たち」 尾 37 
廣中雪江・高橋久仁子 二人展 

vol.6 ―帽子に愛を込めて― 
名 72 招福・トラ×ねこ展 名 107 杜の宮市（第 10 回） 尾

3 

三河・佐久島アートプラン21「佐久島

体験 2009 祭りとアートによる島おこ

し」 

西 38 アートドッグズ 138 尾 73 第 13 回創春会展 名 108 

感動ふたたびパート２ 愛と知の

ちから こんなにすごいぞ愛知の

美術！展～写実に込められた思い

尾

4 
ジャパネスク 2009･いにしえの心

をアート 
名 39 

ながくてアートフェスティバル関

連企画「美術入門講座・こんなに

楽しい現代美術～戦後から現代ま

で～」 

尾 74 青流 2010 ―発想×発信― 名 109 

瀬戸市美術館特別展 陶芸＆陶磁

器デザイン －愛知県立芸術大学

陶磁専攻の 20 年－ 

尾

5 
ジャパネスク 2010･いにしえの心

をアート 
名 40 丹羽克己写真展 名 75

企画展「名古屋の楽焼 －八事窯 

中村道年へのあゆみ－」 
尾 110 

五色園浅野祥雲作品再生プロジェ

クト 
尾

6 田村公男個展 名 41 KEI 作品展 名 76 長谷川桃子個展 名 111 
所蔵日本画展「静寂なる空間ー花

鳥画から静物画へー」 
名

7 
所蔵茶道具展「床のよそおい―墨

蹟と花入を中心に」 
名 42 第 8 回私のマチエール展 名 77 磯貝憂貴個展 名 112 所蔵企画「マティス＋ルオー展」 尾

8 
名古屋イラストレーターズクラブ

展 ＝それぞれのアートシーン＝ 
名 43 阿部大介展「かたまりへ」 尾 78 佐藤有紀個展 名 113 

加藤真也石彫展 

靉嘔展（APA コレクション） 
名

9 加藤恒一展 尾 44 
G･A･M 展  

Global Artist Movement 
西 79 KOBO SATOSHI Solo Exhibition 名 114 

井戸を掘る展 

藤井敬子展 

新海文子・山口恵味・吉田瑠志有展

名

10 マヨネ～Ｓ’10 年突破『2019』 名 45 真島直子展 名 80 渡邊春菜個展 名 115 
永坂嘉光展 

福井瑞紀展 
名

11 
桜ヶ丘ミュージアム開館 15 周年

記念特別展 境界なきアート展 
東 46 鈴木省三展 名 81 新子個展 名 116 

INDIRECT'10S 展 

INDIRECT'10M 展 
名

12 
2009年「視点」第34回写真展名古屋

展 
名 47 赤塚祐二展 名 82 MimiRoro 個展 名 117 

梶千春展 

矢嶋洋一展 

ニシムラマホ展 

名

13 古川美術館企画展「人の姿かたち」 名 48 小林亮介展 名 83 伊藤歌奈子個展 名 118 

カオリとマリ子展 

APA コレクション展 

櫻井裕子展 

名

14 古川美術館特別展「祈りのこころ」 名 49 吉岡俊直展 名 84 山﨑茉紀子個展 名 119 
栁本美帆・鈴木京展 

後藤譲展 
名

15 
分館為三郎記念館 秋季公開「服

部早苗 日本の美 キルトの華」 
名 50 日野田崇展 名 85 今井かおり個展 名 120 

松岡徹展 

松尾栄太郎展 
名

16 

あなたの心を元気にする言葉って

何ですか？「日本人の心に情熱の

火を灯す言霊ネオンプロジェク

ト」 

名 51 戸川英夫展 名 86 邪道個展 名 121 

早川知加子・寺岡麻美子・赤井郁

美展 

酒向絵美ガラス展 

名

17 久保田珠美個展 名 52 長谷川繁展 名 87 磯貝剛個展 名 122 
石神則子展 

増永七生展 
名

18 久保田玲奈個展 名 53 遠藤泉女展 名 88 下本英恵個展 名 123 

泉秀憲・伊藤明淑・ Oh,Kyung 

Taek・Son,SungIl 展 

藤掛幸智ガラス展 

名

19 馬場陽子展 名 54 所蔵企画展「四季の彩り」展 尾 89 柴田遼個展 名 124 
横地洋司展 

清水陽子展 
名

20 
溝渕美穂個展  

―ほうじ茶ミルクプリン― 
名 55 森貞人デジタルアート展 名 90 YAO 個展 名 125 

横田千明展 

吉野公賀展 

梅本伸司展 

名

21 花井正子のアブストラクト 名 56 新春名品展 名 91 くまたにたかし個展 名 126 
葉栗剛木彫展 

片山浩展 
名

22 百瀬博展 名 57 珠玉の小品 ミニヨン展 名 92 つづく個展 名 127 
近藤千鶴展 

遠藤美香展 
名

23 茶の湯 全国の旅展 名 58 
古川美術館 新春企画展「継承の

美～美の系譜」 
名 93 天野入華個展 名 128 吉田晴弥展「Atomic Orchesta」 尾

24 島崎弥佳子展・吉田空寛展 名 59 
分館爲三郎記念館 爲三郎生誕

120 年を記念して ～この道～ 
名 94 伊藤たかを個展 名 129 

愛知県立芸術大学芸術資料館 

「アイチ・ジーン」 
名

25 
ながくてアートフェスティバル

2009 
尾 60 

「チェーンソーアート世界大会」×

「三河の里山だより」コラボ企画

チェーンソーアート・フォトコンテ

スト 

－ 95 杉原悠人個展 名 130 8 るつぼ展 名

26 
切り絵俊寛とフィレンツェモザイ

ク清水優子 
名 61 

「おしゃべりな椅子たち」村上京

とアートフルな仲間 
名 96 森部英司個展 名 131 第 8 回 Enjoy あーと大賞展 名

27 
とよはしアートユニット 野外美

術企画展 
東 62 

パティオ･アートプロジェクト 2009

「”超蝶”を描いた小さな絵師たち」

―高木正臣＋”巨大なアート”作品

展 

西 97 ChiKa SuzuKi Solo Exhibition 名 132 加藤茜展 生命賛歌 名

28 

も う ひ と つ の 二 科 展  NIKA 

DESIGN ECO ACTION エコかエゴか

…「環境へのワタシノキモチ」 

名 63 クラフトの風 名 98

特別展「パスキンとパリを愛した

画家たち」展―北海道立近代美術

館コレクションを中心に― 

尾 133 片山高行展－faceー 名

29 押正徳 切り絵展 名 64 
新城ムービングイメージフェステ

ィバル 
東 99

2010 芽楽・ミニアチュール展―作

家・私のしごと、私のあそび― 
名 134 打田翠展－full－ 名

30 宇都宮豊和 写真展 名 65 鷹野隆大展「毎日写真／花街びと」 尾 100
東栄チェーンソーアート世界大会

2010 
東 135 

添野郁  

Kaoru Soeno stir Exhibition 
名

31 6 つの視点；⇔Stage3 名 66 昭和会賞受賞記念 岡本増吉展 名 101 第 17 回名古屋造形大学卒展 名 136 

鞍ヶ池アートサロン企画展 

「光の情景－印象派から現代

（contemporary）へ－」 

西

32 FACE 山形幸子展 名 67 REGION 2010 Part1 名 102 ザ・風景 変貌する現代の眼 名 137 「PEACE CARD 2010 NAGOYA」 名

33 
山中美奈子 水彩画展 ―安らぎ

と癒しの空間― 
名 68 守屋美保 個展 名 103

井上太呂・井上北斗展（水墨画展）

―吉野桜霞― 
名 138 「niku」池本かおり展 名
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139 ユリイカ 2010 名 175 ふそう美術展 尾 211
メナード美術館コレクション名作

展 
尾 247 

サカキマンゴーのアフリカの楽器

をつくろう！ 
尾

140 ～美の滴（しずく）～三輪修展 名 176 「h220430」展 名 212 PALAIS 展 名 248 
＜企画展＞京都の粋 琳派の継承

者 神坂雪佳展 
尾

141 韻と響 名 177 安藤裕佳展 “communication” 名 213 FANTASTA 展 名 249 杉本真弓・IWATA 展 名

142 痕跡 林田健・鳥山友里展 名 178 四季、彩りの版画展’10 名 214 Bounding Stones 展 名 250 3vision 展 名

143 
大庭寛明・木村徹・佐藤圭司・藤

原正則展 vol.2 
名 179 

名古屋ボストン美術館 展覧会関

連イベント 

ザ・風景 大賞 

名 215 自由意志展 名 251 富澤尚美展 名

144 
坂本麻貴展 

SAKAMOTO MAKI exhibition 
名 180 第 6 回次世代の洋画家たち 名 216

あっちこっち de アトリエ‐カー

グ展 
東 252 水縹（みずはなだ）展 名

145 恋は灯台 久野静香展 名 181 第 8 回明日への飛翔 日本画展 名 217 田島征三と一緒に絵を描こう！ 東 253 NEXT5 展 名

146 森からのメッセージ 2010 名 182 第 11 回それぞれの表現展 名 218 常滑 ART SAFARI 2010 尾 254 石原富夫展 名

147 La Vista 名 183 未来への波涛 Vol.9 名 219
＜企画展＞心の森の仲間たち 

水野政雄の世界 
尾 255 EDO×YUMEKA Life Is Trip 展 西

148 加藤美奈子展 －リトグラフ－ 名 184 
＜所蔵企画展＞ －初夏－ 若葉

きらめく 
尾 220

愛知県陶磁資料館企画展/愛知県

埋蔵文化財センター埋蔵文化財展

「1000 年前のハローワーク-見て

触れて、親子で楽しい愛知の考古

学-」 

特集陳列「愛知県の歴史学-県史編

さん室と県立大学の挑戦-」 

尾 256 

PHOTO-EXHIBITION/Katsuyoshi 

Yasuura 

"Notes of Hanoi" ～ All roads 

lead to Hanoi or new odyssey 

名

149 
アートフェスタ 2010 in ナゴヤハ

ウジングセンター 一宮会場 
尾 185 

三河・佐久島アートプラン 21 

「佐久島体験 2010 祭りとアート

による島おこし」 

西 221 第 3 回 PLUS 名 257 

CODE：都市のアイデンティティ 

ポスターデザイン・コンペティシ

ョン[名古屋]入賞作品展 

名

150 
アートフェスタ 2010 in ナゴヤハ

ウジングセンター 半田会場 
尾 186 古川美術館特別展「青邨の芸術」 名 222

佐藤克久展 

「はじまりのつづき」 

「つづきのそれから」 

名 258 
木綿蔵・ちた作品展  

－織りで遊ぶー 
名

151 赤塚一三展 名 187 
分館爲三郎記念館特別企画「色と

光の工芸」工芸燦々会協力 
名 223

講座「野外彫刻に触れる！楽し

む！」 
尾 259 表現と対話展 西

152 高梨芳実展－透明な強靭さと風格－ 名 188 
－受け継がれし美－ 金山平三 

刑部人 五月女政平展 
名 224 －光を求めて－ 小野月世展  名 260 

2010 年「視点」第 35 回写真展名

古屋展 
名

153 時の遊園地 名 189 放浪の天才画家 山下清のすべて 西 225
「どう見る？現代アート～あいち

トリエンナーレ 2010 をめぐる～」
名 261 MARCH ON 名

154 
清須越四百年事業 スペインの巨

匠「ミロ展」 
尾 190 広瀬淑子展－花風－ 名 226

愛知県立南陽高等学校・ＰＴＡ・

同窓会「第 15 回南陽高校一日学校

開放講座『アカデミア南陽』」 

名 262 1889/コラージュ展 名

155 井上直子展 名 191 
安藤知哉陶展－公園に行こう・

picnic tea－ 
名 227

山里のアート巡り きてみん！奥

三河 
東 263 紙一重 ～西尾城下町芸術祭～ 西

156 3WAY 展 名 192 
山下強志展－見ること、知ること

－ 
名 228

成田郷子木版画展 私の水族館 

Part20 
名 264 

ヒカリの庭 水のコト (小澤章

子） 
尾

157 
「みんなのアート」プロジェクト 

＜集まる ARTS、アツアツ ARTS!＞ 
－ 193 

鴨頭みどり陶人形展－妖精のいる

景色－ 
名 229 大野昌之個展 名 265 NAGOYA UNIVERSITY OF ARTS 尾

158 アースデイ尾張・木曽川 2010 尾 194 泉田之也陶展－積薄陶－ 名 230 関智生展 西 266 桧野晴惠 銅版画展 名

159 西風のグラフィックス 名 195 
山川マサミ展 

－小さくて大きな物語－ 
名 231

アートイベント 

もっと黒く -色・形・線 
尾 267 

名古屋イラストレーターズクラブ

作品集出版記念展 
名

160 「日々のかざむき」降旗芳美展 名 196 柴田節郎陶展－記憶の隙間－ 名 232 人間展 名 268 
名古屋イラストレーターズクラブ

「カレンダー展」 
名

161 

春の若手日本画展 春宵一刻価千

金 齋藤ゆりあ・濱島司・藤城正

晴 

名 197 

愛知県立芸術大学サテライトギャ

ラリーオープニング展－美術学部

教員による作品展－ 

名 233 あいち国際女性映画祭 2010 名 269 
名古屋イラストレーターズクラブ

展「SEASON」 
名

162 
ペットボトルデコレーション植木

鉢 
名 198 NOyes meets Sprouts 名 234

第 10 回点展「セルフポートレー

ト」展 
名 270 具象現代展 名

163 

大澤海蔵と「サンサシオン」の画

家たち展－「朗らかな人間的な美

術の確立」 

尾 199 

名古屋港ポートビル回廊ギャラリ

ー 第 18 回ふしぎな花倶楽部押

し花アート作品展 

名 235

平成 22 年度長久手町文化の家 

絵画コンクール（小学生／中学生

の部）受賞・入選作品 

尾 271 林裕己写真展「表現と家族」 尾

164 

野外彫刻プロムナード展 10 周年

記念・知立ライオンズクラブ 45

周年記念・知立市制 40 周年記念・

知立市文化会館開館 10 周年記念

「Ⅹ Stages」 

西 200 

名古屋港ポートビル回廊ギャラリ

ー 「第 2 回 撮ったクラブ写真

展」 

名 236 journey junction 展 名 272 
針生一郎が選んだ『愛知 60 年代の

現代美術展』 
名

165 
荻野佐和子展 －リトグラフ、ド

ローイング－ 
名 201 

名古屋港ポートビル回廊ギャラリ

ー 名古屋港祭り協賛 港に働く

ものの作品展 

名 237 服と帽子の装い展 尾 273 
針生一郎が選んだ 60 年代の作家

『今の作品展』 
名

166 牧絵理子展 －木版・コラグラフー 名 202 
名古屋港ポートビル回廊ギャラリ

ー 「第 11 回アトリエＭＫ展」
名 238

なごみの木の家具となんてステキ

なＴシャツ！展 
尾 274 大隅東也 木版画展 名

167 

愛と知のちから 感動みたびパー

ト 3 愛知、現代美術の歩み展 

コンテンポラリー1×トリック 2

×アート 3 

尾 203 
名古屋港ポートビル回廊ギャラリ

ー 「第 8回 岩田昌子－2010－」
名 239 春日井まつり・野外造形展 尾 275 ヒロオガワ／個展「夜のかけら」 名

168 

「瓦コレクション展ー小川白楊コ

レクションと井上郷太郎コレクシ

ョンー」 

西 204 

写真撮影集団くわっど写真展 

「ザ・イルカパフォーマンス～名

古屋港のバンドウイルカたち～」

名 240 ガラス箱の世界 近藤純一 尾 276 poppoppop 展 名

169 吉田佳代子 リトグラフ展 名 205 
森の童話読書感想はがきコンクー

ル 
名 241 F(エフ) 尾 277 

Nagoya Creators Exhibition 

 Day & Night 
名

170 
名古屋芸術の杜アートギャラリー 

第 6回ひまわり展 
名 206 第 4 回おおもりこもりてんこ森祭 名 242 ARTIST FILE 02 西 278 草間彌生展 名

171 高木絵里奈展 名 207 
佐藤杏子展 

＜銅版画、ドローイング＞ 
名 243 かにえリブくんナーレ 2010 尾 279 

Andrew Vorland Route 66 

 Exhibition 
名

172 有賀正季展 名 208 ラファエル ナバス展 名 244 岩井義尚 木彫展 2010 名 280 福岡栄展 名

173 環－4人の仕事－展 名 209 六角尚武 遺作展 名 245

名古屋港アートフェスティバル～

船を待つ～ 

－名古屋港でアートを考えるプロ

ジェクト及び若手アーティストの

展覧会－ 

名 281 

拝啓、愛知トリエンナーレ監督 

地元彫金作家も頑張ってます 敬

具 

名

174 庄司達展 西 210 市橋安治展 -油彩、銅版画－ 名 246

Unique Commons-わたしだけのみ

んなのもの 

名古屋芸術大学洋画卒業生展 

尾 282 小澤順一陶展 名
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283 伊藤孚展 名 316 Psychedelic ART 堂本清文展 名 349 打樋佐知子銅版画展 「月の匂ひ」 名 12 
日進児童合唱団創立 20 周年記念

演奏会 
尾

284 第 3 回ふれあいアート展 名 317 
西澤伊智朗陶展 カンブリアのカ

ンブリアたる理由 
尾 350 帽子デザイナー 池田かよ展 名 13 村治佳織 ギター･リサイタル 西

285 櫻井里恵展 名 318 信州陶 小池智久展 尾 351 「北欧のクリスマス」展 名 14 樫本大進 plays バッハ 西

286 庄司達退官記念展「Navigation」 名 319 「穴」 名 352 伊藤秀人新作うつわ展 名 15 MARUWA CHRISTMAS CONCERT 2009 尾

287 稲沢サンドフェスタ 2010 尾 320 熊崎勝展 ワンダーランド 名 353
SAMPLE SHOWROOM "the sample" 

栗本百合子展 
尾 16 

宮本文昭レクチャーコンサート

「岡崎の若きメンバーによる木管

五重奏コンサート」 

西

288 第 20 回宮口照明 個展 名 321 常滑フィールド・トリップ 2010 尾 354

macoto saito のひとりトリエンナ

ーレ ～アートは野山を駆け廻る

～ 

名 17 甚べ楽団 尾

289 第 5 回五差路点 名 322 
バンブーインスタレーション in

おおくさ 2010 
尾 355 BROOCH 作品展 「たからばこ」 名 18 愛西市市民音楽鑑賞会 尾

290 アメリカ現代美術展 名 323 
鶴舞線イベント「アート ECO ステ

ーション」 
名 356 hama 作品展 「音と食」 名 19 小牧混声合唱団 第 3 回演奏会 尾

291 
辛愛麻展 ＜木版画、コラージュ

＞ 
名 324 宮本なお美展 名 357 森部英司作品展 名 20 

大橋淑恵ソロヴァイオリンリサイ

タル 
名

292 梅田恭子 脚のある池 名 325 空に魚が泳いだ日 展 名 358 でら Art in 鶴々亭＋百華庵 名 21 
ズーラシアンブラスと弦(つる)う

さぎによる「音楽の絵本」 
西

293 
ラファエル・ナバス×××ファー

リントン 
尾 326 ripple 展 名 359 NoBoRDER 写真展 名 22 

中部フィルハーモニー交響楽団第

2 回名古屋定期演奏会 
名

294 遠山敦ワークショップ。 尾 327 3 つの新芽展 名 360 伴真奈美 書展 尾 23 
色彩あふれる祝祭サマーコンサー

ト 
名

295 あかいろ。いろいろ。 尾 328 齋藤歩美・松井恵子展 名 361 Space 07 名 24 
宗次ホール ランチタイムコンサ

ート『チェコ名曲紀行』 
名

296 
所蔵茶道具展 「茶道具への視線

ー素材・形・文様」 
名 329 ここに来るまでの事 名 362

市制 40 周年・開館 15 周年記念特

別展 三州瓦と高浜いま・むかし

展 

西 25 

一宮こども音楽文化デー「みんな

でつながるコンサート」～みんな

でいっしょにおいかけよう、明日

の夢を！～ 

尾

297 松岡徹展 西 330 「CIRCLE2」展 名 363
生誕 90 年 久野真展 －平面と

立体の狭間－ 
名 26 コール・キルシェ第 4 回演奏会 名

298 
三景 三輪乙彦×酒井稔×小寺克

彦 展 
名 331 cameron art exhibition 名 364

松尾藤代展 －窓ー瞑想の光と影

－ 
名 27 

読売新聞中部発刊 35 周年記念 

読売日響名曲シリーズ名古屋公演 

シルヴァン・カンブルラン第 9 代

常任指揮者 就任披露演奏会 

名

299 
浮 森 －floating forest ｜ 

伊藤正人ー田口健太ー平川祐樹 
名 332 

佐藤克久・猪狩雅則展「絵の向こ

う側」-over the painting- 
名 365

清水九兵衞展 －幾何学性と有機

性－ 
名 28 

新しいうたを創る会 第 7 回 名古

屋初演演奏会 
名

300 

版画で旅する－歌川広重「名所江

戸百景」と関野凖一郎「東海道五

十三次」－ 

西 333 

芸術と科学のハーモニー事業 現

代アートの鑑賞 「たけとよの不

思議な動物園」 

尾 366
Arch 2010 -KTL Concert in 

Nagoya- 
名 29 オペラの魅力 vol.13 名

301 
生誕 100 年記念 ハンス･フィッ

シャーの世界 
西 334 四季折々 名 367

名古屋デザイン DO！ 2010／公開

審査会 
名 30 

ナゴヤディレクターズバンド第

41 回定期演奏会 
名

302 
国際若手デザイナーワークショッ

プ 
名 335 西村正幸展 ～いのちの水～ 名 368 JAGDA 新人賞受賞作家作品展 2010 名 31 

山中千尋ソロピアノ・ライブ 2010

夏 Chihiro Yamanaka Solo Piano 

Live 2010 Summer 

西

303 原田久の公開制作 尾 336 

犬 山 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト

「TUNAGARU」 ～里山が繋げる生

物多様性 

尾 369 公園×アート×生物多様性 名 32 アジア文化芸術祭 名

304 横山豊蘭展 名 337 
清須越四百年事業 清須・川フェ

スティバル 
尾 【音楽（56 件）】 33 

市制 40 周年記念 大府市音楽祭

「宝くじまちの音楽会」岡村孝子

＆あみん～未来へのメッセージ～

尾

305 SUPER NATURAL POWER 尾 338 
現代の陶芸－あいちトリエンナー

レ2010によせて－ 
尾 1

ゾウ列車が走って 60 年記念音楽

会 
名 34 

親子で楽しむコンサートシリーズ 

ともとものガラクタ音楽会 
西

306 髙木義昭写真展「犬は家族Ⅱ」 名 339 
ほほえみのかたちーやきものの人

形展 
尾 2 こまき秋の音楽祭 2009 尾 35 

Icarus vol.2 阿部早希子×内本

久美パリ祭 Duo コンサート 
名

307 
DEEDS of COLORS,2010 

小林英樹展 
名 340 

帝室技芸員のわざと美  

明治の人間国宝－清風与平・宮川

香山から板谷波山まで－ 

尾 3
読売日響名曲シリーズ 名古屋公

演 
名 36 

第 5 回明治大学マンドリン倶楽部

コンサート 
名

308 土屋敦資展 名 341 

Thaicarving Malee 教室作品展 

タイ伝統文化 フルーツ＆ソープ

カービングとアートコラボ展 

名 4
大府市楽友協会管弦楽団名曲コン

サート in 知多 
尾 37 

第 5 回名古屋芸術の杜 姉妹都市

フェスタ～名古屋市・シドニー市 

姉妹都市提携 30 周年記念イベン

ト～ 

名

309 
－開廊 30 周年記念－  

森岡完介版画展 
名 342 DR.K 個展 名 5

Yuji Ohno & Lupintic Five 

 「LUPINTIC JAZZ LIVE」 
西 38 

大府トークライブ 水野紗希ヴァ

イオリンコンサート 
尾

310 
第 9 回私のマチエール展 ～アー

トの祭典～ 
名 343 酒井正男 写真展 名 6

金城学院大学ハンドベルクワイア 

20th Christmas Concert 
名 39 

愛知室内オーケストラ 第 9 回定

期演奏会～ドイツの英雄 
名

311 

アートと遊びと子どもをつなぐメ

ディアプログラム2010 

[汗かくメディア]受賞作品公開展

示 

尾 344 
新城駅前通りチャレンジ＆アー

ト・イベント大作戦 
東 7

幡豆町国際ふれあいコンサート

2009～浜風の響宴～ 
西 40 Choeureclat 第 3 回演奏会 名

312 －stay－常懐荘にて 尾 345 

有賀幹夫写真展 KING OF ROCK' 

N' ROLL 忌野清志郎 NAUGHTY 

BOY 

名 8
第 70 回蒲郡市吹奏楽団定期演奏

会 
東 41 

徳永二男ヴァイオリン・リサイタ

ル 
西

313 
倉地比沙支 Hisashi KURACHI  

～elegance～ 
名 346 ラファエル・ナバス展 名 9

アナスタシア＆唐澤まゆ子＆三浦

友理枝  

クリスマスコンサート～3 人のミ

ューズが贈る聖なる調べ～ 

西 42 
音楽が語るコスモロジー－未来の

子どもたちへのメッセージ 
名

314 
Ａ4 スケッチブック～青春 5 年生

～ 
名 347 谷原伸子展 名 10

PRIME ハンドベルクリスマスコン

サート 2009 
名 43 

三浦一馬 バンドネオン・リサイ

タル 
西

315 
JAPANESE MODERN PAINTING 

 1950-1970 
名 348 井崎正治 「木のしごと」展 名 11

第 31 回岡崎市民音楽祭 ニュー

イヤーコンサート 2010 
西 44 

スカルサクラ 30 周年コンサート

Katarzyna Mycka in Nagoya plays 

Nagoya Marimbas 

尾

 



- 56 - 

45 
スタッフ・ベンダ・ビリリ ジャ

パンツアー2010 長久手公演 
尾 【舞踊（12 件）】 10 日本舞踊瑞鳳流舞踊会 尾 12 

錦二丁目”場所の力”A to Z カー

ドづくり 
名

46 
第 13 回 オーケストラとソリス

トたちの夕べ 
名 1 

越智インターナショナルバレエ 

60 周年記念公演 

「ドン･キホーテ」全幕 

名 11 平成 22 年度愛西市文化祭 尾 13 新城茶紙製作ワークショップ 東

47 
第 28 回 シンフォニックウィン

ズ定期演奏会 
名 2 

越智インターナショナルバレエ 

60 周年記念公演 「くるみ割り人

形 スペシャル」全幕 

名 12 第 9回鬼みちまつり 西 14 
昭和･平成に活躍したふるさとの

文化人展 
尾

48 
東別院コンサート“お寺でジャ

ズ” Vol.3 
名 3 

CJB 中部日本バレエ団 

第 19 回全国バレエコンクール in 

Nagoya 

名 13

中日いけばな協会 35 周年記念 

あいちトリエンナーレ 2010 現代

いけばなアート展 

名 15 Miss Campus 名大 2010 名

49 
伊藤ともか＋遠藤要一郎 

candle Jazz night 
尾 4 

あのおびただしい数のいらないミ

サイルたちを、笑いながらシャン

パンを飲んで、木っ端微塵に撃ち

落とした所だよ 

名 14

創流 88 年記念 石田流芸術展 

～COP10 開催によせて「地球・自

然といのちの絆」いけばなの伝承

と造形 

名 16 伝承知多木綿つものき 尾

50 Expresso 2010 名 5 
パティオダンス公演 2010 伊藤キ

ムを知ろう！ 
西 15

草月会愛知県支部いけばな展「茜色

に誘われて･･･」 
名 17 

メルパルク presents   

トリエンナーレ・スイーツフェア
名

51 
愛知県立芸術大学音楽学部第 43

回定期演奏会 
名 6 

アジア文化芸術国際交流と祭典

（仮称） 
名 16

第 3 回いけばなスペースいけばな

展 －有松町並み保存地区 町屋

にいけるー 

名 18 
第 11 回「知多から世界へ」講演会

in セントレア 
尾

52 

バリ・インド・日本 国際共同制

作公演  

スダマニ＆ウロツテノヤ子×

Yukie Satoh＆インド古典音楽 

名 7 

CJB 中部日本バレエ団 

第 20 回全国バレエコンクール in 

Nagoya 

名 17 秋の特別展「世尊寺流の書」 尾 19 愛フェス 2010 名

53 
幡豆町国際ふれあいコンサート

2010～浜風の響宴～ 
西 8 

ハンガリーフェスティバル in 愛

知”民俗音楽と踊りを楽しもう！”
名 18

曾山流樹徳吟詠大会 柳昌会第五

回吟詠大会 
名 20 

大童(おおわらわ)  

～第一章・雨～ 
名

54 

ショパン生誕 200 年特別企画 シプ

リアン・カツァリス ピアノリサイ

タル 

名 9 
市制 40 周年記念 おおぶトーク

ライブ フラガール in おおぶ 
尾 19 翔空・香苑展 西 21 

車椅子のストリート・ロッカーズ 

スタッフ・ベンダ・ビリリを語る！

～松山晋也トークショウ～ 

尾

55 月見の音 尾 10 
ゆかりバレエ創立 20 周年記念公

演＆定期発表公演 Vol.Ⅹ 
名 20

国際協会、334-Ａ地 7Ｒ１Ｚ 名

古屋緑ライオンズ チャーターナ

イト（結成）30 周年記念大会 

名 22 JOO CHOON LIN 氏特別講演 尾

56 しくう和尚の尺八説法 尾 11 舞工房 壱 名 【その他（31 件）】 23 
にっぽん商店街シンポジウム in

愛知・名古屋 
名

【演劇（10 件）】 12 

第 28 回名古屋クラシックフェス

ティバル オーストラリア・バレ

エ団「白鳥の湖」 

名 1
丸美屋食品ミュージカル・アニー

(平成 21 年度) 
名 24 

和紙のあかり 

－キャンドルナイトー 
尾

1 「闇の墓場」 名 【伝統芸能（20 件）】 2
丸美屋食品ミュージカル・アニー

(平成 22 年度) 
名 25 

「あいちトリエンナーレ」を写そ

う！NPO 情報発信サポート事業 

テーマ別講習会 

名

2 市民音楽劇「万燈の輝く夜に」 西 1 いちのみや民俗芸能のつどい 尾 3 NAGOYA DESIGNER'S COLLECTION 名 26 空間ディスプレイ 名

3 第 12 回小牧市民舞台芸術祭 尾 2 大治太鼓尾張一座定期公演 2010 名 4

第 2 回いけばなスペースいけばな

展 ―有松町並み保存地区町屋に

いける― 

名 27 絵本でポエムセラピー 尾

4 第 10 回しみん劇 西 3 名匠狂言会 名 5 長者町えびす祭 名 28 けんちく模型づくり 尾

5 

劇団アルクシアター第 3 回公演 

WISH BREATH －世界は希望を呼吸

しているー 

名 4 小牧山 薪能 尾 6
文化ボランティアコーディネータ

ー養成講座 in 可児 
県外 29 StART はじめよう！ 尾

6 
人形のまち北なごやパペットフ

ェスタ 2010 
尾 5 

人形浄瑠璃の可能性③講談と文楽

人形 
西 7

明治村トリエンナーレ 2010「第 3

回芸能･芸術祭」 
尾 30 

芸術と科学のハーモニー事業 

「ゆめホタル～音と光のシンフォ

ニー」 

尾

7 

特定非営利活動法人「パンドラの

会」設立 10 周年事業  

みんなでコラボ＆パンドラ 10 

演劇公演「スイーツ BOX」 

西 6 平成 21 年度愛西市文化祭 尾 8
「建築の森」展～建築家のあたま

の中～ 
西 31 

Arp  

～第 1弾 Pika Pika Night～ 
名

8 ボクナナ！舞台 名 7 

結城座公演「乱歩･白昼夢」＜江戸

糸あやつり人形と江戸写し絵によ

る＞ 

尾 9
「ひめゆり 平和への祈りー沖縄

戦から 65 年」 
西   

9 
劇団 PAO COMPANY VOL.13 

『Φ（ファイ）～菩提樹の下で～』 
名 8 

市制 40 周年記念 おおぶトーク

ライブ 沖縄民謡とエイサー 
尾 10 錦二丁目まち歩きマップづくり 名    

10 

即興パフォーマンスまねきねこ

☆第 34 回公演「ジョハリの窓」

秘密の窓編・盲点の窓編 

名 9 
大府トークライブ  

立川志の吉・柳家花ん謝 二人会
尾 11 第 35 回記念中日いけばな芸術展 名    

 ※事業名は、パートナーシップ事業応募用紙に記載された応募時のものによる。 
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■登録及び活動の状況 

・ボランティアの種別として、ボランティアリーダー、会場運営、ガイドツアー、アーティストサポー

ト、事務局サポートの 5 種類を設けた。 
・ボランティアの登録者は、重複登録を含めた延べ人数で 2,363 人 (実人数 1,289 人)であった。なお、

登録した 1,289 人のうち内覧会を含む会期中に実際に活動に参加したのは 1,090 人で、延べ 7,029 回

の活動を行った。 
・ボランティア登録者の平均年齢は 37.2 歳で、男女別では 75.1％が女性であった。20 歳代、30 歳代の

女性の登録が多く、全体の 48.5％を占めた。 
・愛知県内からの参加が最も多く、全体の約 9 割を占めた。 

○登録及び活動の状況                   

ボランティア種別 登録者数(延べ) 活動実績(延べ) 

ボランティアリーダー 96 人 (4.1％) 602 回  (8.6％)

会場運営 938 人  (39.7％) 4,192 回  (59.6％)

ガイドツアー 168 人  (7.1％) 753 回  (10.7％)

アーティストサポート 873 人  (36.9％) 1,410 回  (20.1％)

事務局サポート 288 人  (12.2％) 72 回  (1.0％)

計 2,363 人 (100.0％) 7,029 回 (100.0％)

○登録者の年代別比・男女別比 

年代別 19 歳以下 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 不明 計 

男性 
8 人 

(0.6％) 

81 人 

(6.3％) 

54 人 

(4.2％) 

45 人

(3.5％)

54 人

(4.2％)

51 人

(3.9％)

23 人

(1.8％)

2 人 

(0.2％) 

3 人 

(0.2％) 

321 人

(24.9％)

女性 
47 人 

(3.7％) 

411 人 

(31.9％) 

214 人 

(16.6％) 

114 人

(8.8％)

88 人

(6.8％)

73 人

(5.7％)

16 人

(1.2％)

0 人 

(‐) 

5 人 

(0.4％) 

968 人

(75.1％)

合計 
55 人 

(4.3％) 

492 人 

(38.2％) 

268 人 

(20.8％) 

159 人

(12.3％)

142 人

(11.0％)

124 人

(9.6％)

39 人

(3.0％)

2 人 

(0.2％) 

8 人 

(0.6％) 

1,289 人

(100.0%)

 

■研修 

・ボランティア登録者にはトリエンナーレの概要や接遇に関する研修を 8 回実施し、延べ 1,489 人が参

加した。 
・また、ガイドツアーボランティア登録者については、ガイドツアーに関する研修を 17 回実施し、延

べ 699 人が参加した。 
 
■待遇 

・ボランティアとして活動した方全員に交通カード(「ユリカ」)を、また、活動日数に応じて、あいち

トリエンナーレ 2010 公式ライセンスグッズ等を提供した。 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ-(8) 県民参加の状況 ①ボランティアの状況 

 
【ミーティングの様子】 【活動風景】 

○年代別比(グラフ) 

年代別比

不明, 0.6%
80歳代,

0.2%

70歳代,
3.0%

60歳代,
9.6%

19歳以下,
4.3%

20歳代,
38.2%

40歳代,
12.3%

50歳代,
11.0%

30歳代,
20.8%
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・あいちトリエンナーレ・サポーターズクラブ(愛称：「LOVE ト

リーズ」)を設置し、クラブに登録したサポーター(会員)が企画・

運営にも関わり、楽しみながら参加できるような様々な事業を

実施することによって、トリエンナーレを支えていく仕組み作

りを行った。次回のトリエンナーレに向けた継続的な活動を目

指した。 
・クラブの活動拠点として「AT カフェ」を期間限定(2010/7/17

～10/31)で長者町会場にオープンさせ、サポーター同士が交流

したり、来場者とアーティストが出会ったりする場とした。 
・アートイベントの開催やチラシ等による情報発信をクラブとして行うとともに、サポーターが自主

的に企画・運営して実施した活動(交流会、勉強会等)を支援した。 
・閉幕の 10 月 31 日までに登録されたサポーター数は、5,373 人である。 
・サポーターズクラブの設置・運営には、緊急雇用創出基金事業

を活用し、22 人を新規に雇用した。 
 

○アートイベント 

アートイベント名 開催回数 参加者数 

トリエンナーレスクール 11 回 計 1,139 名

アートイベント 11 回 計 737 名

 

○地図、チラシ、新聞等による情報発信 

発行物名 発行部数 

地図「長者町アートマップ」 100,000 部

チラシ「イベントインフォメーション」 各 20,000 部×2回

情報誌「LOVE トリーズ新聞」 各 20,000 部×6回

 

○サポーターが自主的に企画・運営した活動 

活 動 名 内  容 開催日 
開催回数
参加者数

火曜日活動 ミーティング＆交流会 
ミーティングから企画運営までサポーター
たちが主体的に取り組んだ活動で、ミーティ
ングと交流会を隔週で実施 

毎週火曜日 
11 回

計 308 名

 
トリ勉 
 

ブログの書き込みから批評まで、文章でアー
トを伝えることを中心に表現力を磨く勉強
会 

毎週水曜日 
7 回

計 137 名

夜の長者町探検 
夜の長者町に展開されている作品と街の様
子を知り、より深くトリエンナーレを楽しむ
ことができる鑑賞ツアー 

毎週金曜日 
6 回

計 110 名

スペクトラ[ナゴヤ]マ
ップ 

スペクトラの写った風景写真を、各地域にい
るサポーターやそのネットワークを通じて、
一つのマップに表示するプロジェクト 

－ 
1 回

259 点参加

火曜日活動 
プレゼンツ 

オリジナルタンブラー
デザイン 

サポーター、アーティストやデザイナーに呼
びかけ、パッケージデザインを募集。サポー
ターたちのオリジナルタンブラーを製作 

－ 
1 回

20 点参加

 

Ⅳ-(8) 県民参加の状況 ②サポーターズクラブの状況 

【情報誌「LOVE トリーズ新聞」】

【AT カフェの店内風景】
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Ⅴ-(13)  県、名古屋市によるトリエンナーレ補完事業(緊急雇用創出事業基金事業) 
Ⅴ-(13)  県、名古屋市によるトリエンナーレ補完事業(緊急雇用創出事業基金事業) 
 

①会場運営 

・会場の運営においては、会場の看視・案内等においてボランティアの協力を得るなどにより、来場者

への利便性に配慮した。 
・緊急雇用創出事業基金を活用し、会場間交通として「ベロタクシー」や「草間の水玉プリウス」を運

行するとともに、道案内人をまちなかに配置して会場への誘導を行った。（※73 ページ「Ⅳ(15)県･名古屋市に

よるトリエンナーレ補完事業(緊急雇用創出事業基金事業)」参照） 
 
■インフォメーション 

 ・国際美術展の主要 4 会場にインフォメーションを設置し、トリエンナーレに関するチラシやマップ

を配架したほか、当日のイベント情報を掲出するなど情報発信を行った。また、来場者からの様々

な問い合わせにスタッフが対応した。 
 
■チケット販売  

・国際美術展の主要 4 会場にチケット販売所を設け、国際美術展当日券の販売や前売券の引き換えを

実施した。 
 
■バリアフリー対応 

・点字によるトリエンナーレの広報紙を作成し関係団体に配布するとともに、ホームページ上に会場

ごとのバリアフリーの状況を掲載した。 
・まちなかの会場である長者町会場では、車いす等を利用する来場者に対応するための介助スタッフ

(2 名)を配置し、必要に応じスロープの設置や介助等を実施した。 
・愛知芸術文化センター会場では、聴覚障がい者に対して文字情報(筆記等)によるガイドツアーを、

視覚障がい者に対しては、実際に作品に触れることができる美術鑑賞会を実施した。 
 
■その他 

・10 月以降の入場者の増加に対応するため、授乳室の拡充を図っ

た。 
・会期終盤の混雑時には、国際美術展会場の入場列の整理を行う

などの対応を行った。特に長者町会場においては、会場施設の

構造や収容力を考慮し、入場規制を行って来場者の安全確保を

図った。 
 

Ⅳ-(9)  会場運営・会場サイン 

【混雑時の長者町会場】 
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②会場サイン 

・まちなかに分散している会場へスムーズに来場者を誘導するため、会場誘導看板を設置した。 
・また、あいちトリエンナーレ 2010 を PR し、「都市の祝祭」感を盛り上げるため、目抜き通りにバナ

ー掲出を行ったほか、一般の店舗等に壁掛けバナー掲出による PR を依頼した。 
 
■会場誘導看板 

・納屋橋会場への誘導のため、広小路通沿いのビル壁面に、所有者の協力を得て看板を設置した。 
 ・長者町地区では、錦二丁目の 4 か所の歩道沿いに、展示ビルの位置を示す地図を掲出した。 
 ・会場周辺の地下鉄構内(丸の内、伏見、大須観音、上前津)には、それぞれの会場への行き方を示す

看板を複数設置した。 
 
■街路灯バナー 

 ・名古屋のメインストリートの広小路通では、久屋西交差点から

納屋橋交差点まで約1.4kmの区間にある商店街街路灯134基に、

8 月 17 日から 10 月 31 日まで、バナーを掲出した。 
・また、納屋橋会場付近の木挽町通の商店街街路灯 8 基にも、同

じ期間バナーを設置した。 
・シンボルマークを図案化した白地にマゼンタのデザインのバナ

ーは通行人の目を引いた。 
 
■壁掛けバナー 

 ・会場周辺のまちなかで「都市の祝祭」を演出するため、壁掛け式のバナー(A2 サイズ)500 枚を作成

し、会場周辺の店舗等に掲出を依頼した。 
 ・店舗のガラス窓の内側から外に見えるように掲出していただくもので、広小路通、長者町地区など

の多くの店舗の協力を得て、来場者を快く迎える雰囲気を醸し出すことができた。 
 

【街路灯バナー】 
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・国内外での記者会見の実施や資料配布などによる最新情報の発信により、新聞、雑誌、テレビ、ラジ

オ、WEB 等のメディアに数多く取り上げられた。 
・ポスター、チラシ等の広報用印刷物を制作し、全国の美術館や教育機関、芸術関係機関等へ配布して

掲出を依頼するとともに、公共交通機関やコンビニエンスストアでの掲出を行った。また、各種メデ

ィアへの広告出稿も行った。 
・ホームページの活用やツイッターによる情報発信など、インターネットを通じた広報も積極的に行っ

た。 
 

■パブリシティの実績・効果 

・マスメディアを通じて発信された情報は、新聞 873 件、テレビ 176 件、ラジオ 12 件、雑誌等 222 件

であった。 

・構想段階から芸術監督の決定、アーティスト決定、作品制作の様子、開幕、会期中、閉幕、閉幕後の

ふりかえりと、長期間にわたって新聞、テレビ等のマスメディアを通じて広く情報が発信された。 

・これらのパブリシティ効果(広告費換算)は 47 億円以上※と見込まれる。 

※株式会社日建設計総合研究所名古屋オフィスによる算出。 

○情報発信件数                             （単位：件） 

内 訳 
種 別 総 数 

全 国 地 方 海 外 

新 聞 873 22 848 3 

テレビ 176 5 171 0 

ラジオ 12 1 11 0 

雑誌等 222 62 130 30 

計 1,283 90 1,160 33 

  ※新聞、雑誌等については、平成 20 年 9 月から平成 22 年 12 月の件数 
  ※テレビ、ラジオについては、平成 22 年 8 月から 11 月の件数 

 
■記者発表 

・国内では愛知 7 回、東京 2 回、大阪 1 回、海外では北京、台北、ソウルにおいてそれぞれ 1 回の記者

発表会を開催した。記者発表会に参加した報道関係者の総数は延べ 600 人以上であった。 

・記者発表会では、芸術監督やキュレーターによる企画概要の説明のほか、参加アーティストの出演や

ビデオメッセージの放映などを行った。 

・記者クラブ等への資料配布及びホームページでのプレス発表を 101 回※行い、最新情報を報道関係者

に発信した。（※平成 20 年 6 月～平成 23 年 2 月の発表回数） 

 

■報道関係者用プレス証発行件数 

・内覧会開催日(8/20)から閉幕日(10/31)の間で、事務局がプレス証を発行した報道関係者は国内外合わ

せて 505 名であった。 

・プレス証の発行数が最も多かったのは内覧会開催日の 276 名で、全発行数の 54.7％を占めた。会期中

では、池田亮司の《spectra[nagoya]》を実施した 9 月 24 日が最も多く、40 名にプレス証を発行し

た。(※同一の報道関係者に対して複数回プレス証を発行した場合は、初回の発行のみをカウント) 
・メディア別の割合は、テレビ、新聞がそれぞれ約 30％であり、雑誌(11.3％)や WEB(6.9％)と続く。

Ⅳ-(10)  広報の状況 
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テレビ、新聞は県内の割合が高く、雑誌や WEB は県外や海外の割合が高い。 

・地域別にみると県内が 67.4％と多数を占めるが、県外(27.5％)や海外(5.1％)からも多くの報道関係者

が訪れた。 

・報道関係者が最も多く訪れる内覧会開催日にプレスツアー※を実施し、キュレーターが各会場で作品

を解説した。(※愛知芸術文化センター1 回、名古屋市美術館 1 回、長者町会場 2 回、計 77 名参加) 
○メディア別･地域別プレス証発行件数 

種 別 県内(件) 県外(件) 海外(件) 計(件)・割合 

テレビ 141 16 0 157 (31.1％) 

新 聞 120 22 1 143 (28.3％) 

雑 誌 12 33 12 57 (11.3％) 

ＷＥＢ 10 23 2 35 ( 6.9％) 

ラジオ 6 1 0 7 ( 1.4％) 

その他 51 44 11 106 (21.0％) 

計 340 139 26 505 (100.0％) 

 
■広報用印刷物 

・チラシやポスター等の広報用印刷物の種別と制作枚数は以下のとおり。ポスターやチラシは主に全国

の美術館や学校、公共機関等に発送し、掲出等を依頼した。 

○広報用印刷物の種別・制作数 

種 別 制作数 

チラシ 合計 6,451,850 枚 (97 種) 

プログラム 合計  435,810 部 (32 種) 

ポスター 合計   20,337 枚 (15 種) 

パンフレット 合計  244,700 部 (10 種) 

 

■広告 

○各種メディア広告 

・マスメディアによる広告を新聞 154 件、雑誌等 55 件、テレビ 4 件、ラジオ 16 件実施した。 

○交通広告 

・名古屋市営地下鉄駅構内・車内、JR 東海駅構内、名古屋鉄道駅構内、近畿日本鉄道駅構内、東部丘

陵線(リニモ)駅構内、名古屋市営バス停、県営名古屋空港、高速道路サービスエリア等にポスター等

を掲出した。 

・鉄道駅におけるポスター掲示は、県内のほとんどの駅で行い、特に、乗降客の多い名古屋駅や栄駅に

は集中的にポスターを掲出した。 

○交通広告の掲示・設置数等 

掲示場所 枚 数 掲示駅数等 

鉄道駅ポスター 1,180 枚 209 駅 

鉄道駅チラシ 23,000 枚 84 駅 

車内ポスター 7,278 枚 名古屋市営地下鉄全線車内 

その他 58 か所 電照ポスター・LED 看板、大型広告パネル等 

○コンビニエンスストアとの連携 

・県内のコンビニエンスストアの各店舗にポスターやチラシを設置した。ポスターは延べ 3,282 店舗に

1 枚ずつ掲示し、チラシは延べ 5,026 店舗に計 111,660 部を設置した。 
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■インターネットを用いた広報展開 

○公式ホームページ(ＵＲＬ：http://aichitriennale.jp/) 

・情報へのアクセスを容易とし、使い勝手の良いホームページとするため、トップページからできるだ

け各種情報を閲覧できることを目指した。 
・また、トップページのメインバナーを活用して、会期中に行われる各種イベントの情報をタイムリー

に発信した。 
・スケジュールのページでは、特定の日に開催しているイベントや展覧会、公演などが一目で分かるよ

うなシステムを導入した。 

・会期中には 105 の国と地域からアクセスがあり、その総数は 3,053,768 ページビュー※ (447,128 セ

ッション※)であった。 
※ページビュー数：ページへのアクセス数(クリック単位)、セッション数：サイトへ訪れたユーザー数(人単位) 

・最もアクセス数が多かった日は、《spectra[nagoya]》を開催した 9 月 25 日(土)で 80,642 ページビュ

ー (13,663 セッション)。次に多かったのは、開幕日の 8 月 21 日(土)で 80,296 ページビュー (9,865
セッション)であった。その他の会期中のアクセス数は、4 万ページビュー (5 千セッション)前後であ

った。 

○公式ホームページのアクセス状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Google Analytics によるデータ 

○アクセスが多かったコンテンツ 

ページタイトル ページビュー数 割合 

1 トップページ 561,375 18.4% 

2 アーティスト(現代美術) 261,823 8.6% 

3 スケジュール 254,273 8.3% 

4 会場・アクセス 172,444 5.6% 

5 開催概要・企画概要 149,955 4.9% 

6 チケット情報 140,291 4.6% 

7 ブログ 117,790 3.9% 

8 ニュース 68,485 2.2% 

9 アーティスト(現代美術_まちなかアーティスト) 63,473 2.1% 

10 会場・アクセス(愛知芸術文化センター） 62,837 2.1% 

その他 1,201,022 39.3% 

合計 3,053,768 100.0% 

※Google Analytics によるデータ 
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○国・地域別セッション数 

国/地域 セッション数 比率 

1 日本 437,403 97.8%

2 アメリカ 2,034 0.5%

3 ドイツ 750 0.2%

4 中国 655 0.2%

5 韓国 591 0.1%

6 イギリス 556 0.1%

7 台湾 552 0.1%

8 フランス 522 0.1%

9 香港 439 0.1%

10 イタリア 375 0.1%

その他 3,251 0.7%

合計 447,128 100.0%

※Google Analytics によるデータ 

 
○ツイッター(アカウント名：Aichi_Triennale) 
・準備の様子や開幕後のニュース、お知らせや緊急情報、混雑状況などをリアルタイムで配信した。あ

いちトリエンナーレ公式ホームページのトップページでもつぶやきを確認できるようにし、ニュース

のページなどと連動を図りながら緊急的な情報も配信した。 
・RT(リツイート)機能により、来場者の感想や意見、質問等へダイレクトに反応することができた。そ

のやりとり自体が広報としての機能を持ち、メディアとして効果的であった。 

フォロー数 フォロワー数 つぶやき総数 

7,973 件 6,890 人 1,052 件 

※2010/11/24 現在 

 
○フォロワー数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○都道府県別セッション数 

都道府県名 セッション数 比率 

1 愛知県 235,577 52.7%

2 東京都 85,748 19.2%

3 大阪府 27,506 6.1%

4 岐阜県 14,151 3.2%

5 三重県 10,129 2.3%

6 神奈川県 9,057 2.0%

7 京都府 8,826 2.0%

8 静岡県 7,134 1.6%

9 兵庫県 5,069 1.1%

10 埼玉県 3,674 0.8%

その他 40,257 9.0%

合計 447,128 100.0%

※Google Analytics によるデータ 
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■公式ライセンスグッズ 

・あいちトリエンナーレ 2010 のロゴマークをモチーフにした「ロゴグッズ」や、出展アーティストと

のコラボレーションによる「アーティストグッズ」を「公式ライセンスグッズ」として、トリエンナ

ーレを盛り上げるためにホームページ上で募集した。 
・26 のメーカーから応募があり、審査の結果、「ロゴグッズ｣48 品目と｢アーティストグッズ｣17 品目の

合計 65 品目を作製し、公式ショップなどで販売した。 

「公式ライセンスグッズ」一覧 

○ロゴグッズ 

№ グッズ名 № グッズ名 № グッズ名 № グッズ名 

1 ロゴキャンディー 11 ストラップ 21 真珠ネックレス 2種 31 エコブロックソーラーチャージャー

2 トリエンナーレロールケーキ 12 スーパーミニアルバム 22 ネクタイ 32 ペンケース※ 

3 缶入り紅茶 13 メタルチャーム 23 T シャツ 5 種 33 化粧ポーチ※ 

4 チケットホルダー2 種 14 キーリング 24 リブマフラー 34 タオル 3 種※ 

5 ボールペン 15 缶バッジ 25 帽子 5種  ※授産施設の商品 

6 シャープペン 16 ピンバッジ 26 トートバッグ   

7 ノート 17 ピンブローチ 27 アロマオイル   

8 クリップ 18 ラペルピン 28 アロマバンド   

9 クリアファイル 19 カフス 2 種 29 小原和紙うちわ   

10 ウッドスタンド 2 種 20 ネクタイピン 30 ガラス書刻   

○アーティストグッズ 

№ グッズ名 № グッズ名 № グッズ名 № グッズ名 

1 
草間彌生バッグ 

真夜中に咲く花 
3 

ニブロール  

ドレスＴシャツ 
5 ラブちくんバッグ 7 

缶入りパン 

パンカン！※ 

2 
ニブロール  

トートバッグ  
4 

タニヤ・シュルツ  

キーホルダー 
6

T シャツ 11 種 

（出展作家デザイン） 
 ※授産施設の商品 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

■グッズ販売実績 

・「公式ライセンスグッズ」や現代アート関連の書籍などを、会場内の公式ショップや県内百貨店等で

販売した。また、一部商品については、公式ホームページ上でインターネット販売を行い、総売上げ

は 40,965 千円であった。 

Ⅳ-(11) グッズの作製・販売 

【愛知芸術文化センター公式ショップ】 【名古屋三越栄店公式ショップ】 
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○「公式ライセンスグッズ等(※)」の売上金額等の状況 

区   分 売上金額(千円)
うち、「ロゴグッズ」

売上金額 (千円)

(参考) 

購入者数 (人) 

愛知芸術文化センター公式ショップ 33,956 12,540 23,491 

名古屋市美術館公式ショップ 3,137 1,708 2,789 

スペクトラ・ナゴヤ会場公式ショップ 254 216 ― 

名古屋三越栄店公式ショップ 1,920 1,762 ― 

公式ショップ 小 計 39,267 16,226 26,280 

小売店への卸販売 1,541 1,519 ― 

インターネット販売 157 157 ― 

合  計 40,965 17,902 26,280 

   ※公式ガイドブック等の売上金額を含む。 

・売上点数が最も多かったのは「缶バッジ」で、5,354 点(1,069 千円)、売上金額が最も多かったのは

「草間彌生バッグ‐真夜中に咲く花‐」で、1,446 点(4,262 千円)であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■授産施設との連携 

・社団法人愛知県セルプセンターを通して県内の授産施設に「公式ラ

イセンスグッズ」の作製を募集。「ロゴグッズ」5 品目と「アーティ

ストグッズ」1 品目の合計 6 品目を作製し、会場内の公式ショップ

で販売した。 

・売上げは 1,754 千円であった。 

 
 
■グッズのＰＲ 

・名古屋三越栄店公式ショップのオープニングイベントに SKE48 のメンバーを招くなど、マスコミに

取り上げられる機会を作ることでグッズを広く PR した。 
・また、各種雑誌へのグッズ情報の掲載依頼を行ったほか、9 月 24 日、25 日の「spectra[nagoya]」
の展示に併せて行った作品目撃写真の募集では、遠方から目撃できた上位入賞者へのプレゼントとし

てグッズを活用し PR を図った。

 

【缶バッジ】 【草間彌生バッグ 真夜中に咲く花】 

【授産施設の商品】
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■ガイドブック 

あいちトリエンナーレ 2010 公式ガイドブック「アートの街」の歩き方 
(美術手帖 2010 年 8 月号増刊) 
 

発行日：2010 年 8 月 5 日 
判型等：A5 判、 160 ページ(別冊マップ付き) 
言 語：バイリンガル(日・英) 
発行部数：20,000 部  定価：1,260 円(税込) 
制作・発行：株式会社美術出版社 
内容 
・会場アクセス、エリア別マップ、アーティスト紹介 
・モデルコース、キッズトリエンナーレ、公式グッズ 
・会場周辺ギャラリー紹介、宿泊施設･飲食店情報 
・愛知＆名古屋を知るためのコラム 
・別冊付録(展示マップ＆イベントカレンダー) 

 

■カタログ 

あいちトリエンナーレ 2010 カタログ 
 
発行日：2011 年 1 月 25 日 
判型等：A4 変型、332 ページ 
言 語：バイリンガル(日・英) 
発行部数：5,000 部  定価：2,500 円(税込) 
制作：株式会社アイメックス・ファインアート 
発行：あいちトリエンナーレ実行委員会 

内容 
・国際美術展出品作品 
・パフォーミング･アーツ公演 
・映像プログラム出品作品 
・企画コンペ参加企画 

 

■ドキュメント 

あいちトリエンナーレ 2010 記録写真集 
 
発行日：2011 年 3 月 18 日 
判型等：A5 変型、248 ページ 
発行部数：1,500 部  非売品 
制作・発行：あいちトリエンナーレ実行委員会 

内容 
・参加アーティストや来場者、まちなかの会場風景などを中心に、ワークショップ、ライブパフォーマン
ス、シンポジウム、キッズトリエンナーレ、プリウス、ベロタクシー、道案内人、PR 隊など、イベント
としてのトリエンナーレをビジュアルで紹介 

 

Ⅳ-(12) 出版物(ガイドブック・カタログ等) 
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■平成 20 年度（決算） 

○収入の部 （単位：千円）

事業収入 普及･教育イベント収入 ５１２

公的負担金収入 愛知県負担金 ５３，３４７

雑収入 受取利息収入等 ２７

合   計  ５３，８８６

○支出の部 
 

 計画策定費 イベント検討等調査費 ５，１７４

  普及・教育イベント開催費 ８，３９４

  普及・教育資料作成費 １，６３９

  その他計画策定事務費 ６，５２７

 事業企画活動費 芸術監督・キュレーター等活動費 ７，８００

  作家招聘費 ２１４

  書籍等購入・海外調査等 ６，８２６

 広報関係費 プレイベント開催費 ７，０８４

  シンポジウム開催費 １，３３２

  広報戦略策定等業務委託費 ５，００４

  その他広報物等作成費 １，２１１

事業費 計  ５１，２０５

 管理費 運営会議開催費 １，２２６

  その他管理費 １，４５５

管理費 計  ２，６８１

合   計  ５３，８８６

 

 

■平成 21 年度（決算） 

○収入の部 （単位：千円）

事業収入 プレイベント事業収入 ７，５５２

愛知県負担金 １５５，９７４
公的負担金収入 

名古屋市負担金 ５１，９９１

寄付金収入 企業協賛等 ２，４００

雑収入 受取利息収入等 １８

合   計  ２１７，９３５

○支出の部 
 

 開催準備費（現代美術) 芸術監督・キュレーター等活動費 ３７，３４２

  美術展制作等準備費 ３３，８０２

  現代美術作品展示等事業費 １１，８３０

    (舞台芸術) パフォーミング・アーツ公演準備費 １，７５１

  プロデュースオペラ舞台制作等準備費 ２３，８７１

 (普及･教育) エデュケーター等活動費 ２，５３６

  普及教育ワークショップ等開催費 １，９５３

  普及教育資料等作成費 ７，８５７

 (祝祭的展開) 連携事業準備費 １，７２３

 (ボランティア) ボランティア関連経費 ３，００２

 広報・ＰＲ費 あいちトリエンナーレプレイベント展実行委員会分担金 ４５，６８１

  広報業務委託費 ２５，５４０

  広報番組制作及び放送業務 ２，３２８

Ⅳ-(13) 実行委員会の収支状況 
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  広告出稿料 ３，７１９

  その他広報物等作成費 １１，７６６

事業費 計  ２１４，７０１

 管理費 運営会議開催費 １，３９１

  その他管理費 １，８４３

管理費 計  ３，２３４

合   計  ２１７，９３５

 

 

■平成 22 年度（見込） 

○収入の部 （単位：千円）

事業収入 国際美術展入場券収入 ２１２，０００

 カタログ等販売収入 ４，０００

 舞台芸術入場券収入 ５６，０４４

公的負担金収入 愛知県負担金 ５２３，８９３

 名古屋市負担金 １７６，５００

広告・協賛金等収入 企業協賛、国及び各種文化財団等の助成金等 ４２，２６３

雑収入 受取利息収入 ６０

合   計  １，０１４，７６０

○支出の部 

 

 現代美術 芸術監督・キュレーター等活動費 ４０，０００

  展示制作経費 ２５５，４００

  展覧会会場関係費 １４９，０００

  会場運営関係費 ７８，５００

  美術展その他開催費 ５５，０１５

 舞台芸術 パフォーミング・アーツ(劇場公演)開催費 １０３，５４２

  パフォーミング・アーツ(ギャラリーＧ等公演)開催費 ３２，０００

  プロデュースオペラ公演開催費 １１６，０００

 普及・教育 エデュケーター等活動費 ５，２００

  キッズ・トリエンナーレ開催費 １２，５８８

  普及教育資料等作成費 １０，７６６

  その他普及活動費 ６００

 祝祭的展開 まちなかパフォーマンス開催費 １２，０４６

  共催事業費 １０，５００

  連携事業費 ４，５００

  その他祝祭的展開事業費 ６，０５０

 ボランティア ボランティア関連経費 ２４，２７８

 広報・ＰＲ 広報業務委託費 ３４，０００

  広報番組制作及び放送業務 ７，９５０

  広告出稿料 ２８，１００

  その他広報物等作成費 １９，９５０

事業費 計  １，００５，９８５

 管理費 運営会議開催費 ９４１

  その他管理費 ７，８３４

管理費 計  ８，７７５

合   計  １，０１４，７６０

※平成 22 年度の収支状況については平成 23 年 1月末現在の見込であり、最終的な決算額は平成 23 年 6月頃に確定

する予定。 
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■協賛等の依頼 

・平成 21 年 12 月から平成 22 年 8 月にかけて、主に県内の企業・団体又は個人に対し、以下のメリ

ットメニューを提示しつつ、「協賛」(寄付又はチケット購入)、「協力」(製品やサービスの無償又は

減額提供)、「会場提供」(まちなかの展示場所等の無償又は減額提供)、及び「有償広告掲載」(公式

ガイドブック「ポケット・マップ」への広告掲載)の依頼を行った。 

【メリットメニュー】 

・寄付等の金額に応じて※、次の広報資材等に企業等の名称又はロゴマークを掲載した。 

会場入口パネル、チラシ･パンフレット、チケット、ポスター、プレスリリース資料、公式ガイドブ

ック（「美術手帖 2010 年 8 月増刊号」及び「ポケット・マップ」）、公式カタログ、公式ホームページ

※寄付は 5 万円以上、チケット購入は当該金額の 3/4 が 5 万円以上、製品・サービスや会場の提供は当該金額の 1/2

が 5 万円以上の場合にメリットメニューを適用した。 

※有償広告掲載の場合、メリットメニューは適用しなかったが、企業等が広告宣伝費として処理すれば、法人税法上

の経費として全額課税対象外となるメリットを説明した。また、「ポケット・マップ」の主要会場図上に店舗の場所

を明示したり、愛知芸術文化センター会場の公式ショップで商品を取り扱ったりした。 

・あいちトリエンナーレ 2010 について特定公益増進法人である(社)企業メセナ協議会の助成対象活動の認定

を受け、企業等が同協議会を通じて実行委員会に寄付する場合、通常認められている一般寄付金の損金算

入限度額の 2 倍から 3倍程度の額の範囲内で損金算入ができるようにした。 

 
・経済界に対しては、平成 21 年 10 月に名古屋商工会議所、また、同年 12 月に(社)中部経済連合会に

対し、建畠芸術監督がトリエンナーレの開催概要を説明した。 
・平成 22 年 3 月には、両団体から各会員あてに「「あいちトリエンナーレ 2010 国際美術展」のチケ

ット購入に対するご協力のお願い」と題する依頼文を発出していただいた。 
 

■協賛等の件数 

・下表のとおり、企業・団体・個人から「協賛」、「協力」、「会場提供」、「有償広告掲載」の支援を合

計 408 件いただくことができた。 

項  目 件数(件) 

寄 付 60  
協 賛 

チケット購入 286  

協 力 (製品やサービスの無償又は減額提供) 13  

会場提供 (まちなかの展示場所等の無償又は減額提供) 21  

有償広告掲載 (「ポケット・マップ」への有償広告掲載) 28  

合計件数 408  

 

■企業等とのその他の連携・協力 

・上記のほか、百貨店でのトリエンナーレ出品作品の展示や公式ショップの開設、ホテル･レストラン

でのバナー･ポスター掲出やトリエンナーレチケット持参の場合のサービス割引提供、商店街等での

トリエンナーレを応援する美術展やイベントの開催、地元の全国的な祭りでのトリエンナーレ賞の

新設など、様々な主体と連携･協力してトリエンナーレの盛上げや集客増を図った。 

Ⅳ-(14) 企業等からの協賛・協力の状況 
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・県又は名古屋市において、緊急雇用創出事業基金を活用した 12 の事業(県 11、市 1)が実施され、会

場運営や PR 活動、来場者の会場間移動等で、あいちトリエンナーレの開催を補完した。 
・これにより合計 396 人(県 338 人、名古屋市 58 人)の雇用が新たに創出された。 

 
○平成 22 年度 

№ 事業名(実施主体) 事業(業務)の概要 
雇用人数 
(人) 

契約金額 
  (円) 

1 
あいちトリエンナーレ 2010 
ベロタクシー運行事業 
【県】 

トリエンナーレに相応しい会場間の移動手段の
確保を支援するとともに、祝祭感を醸し出すた
め、ベロタクシーの運行を行った。 

51 89,082,840

2 
あいちトリエンナーレ 2010 
アートカー運行支援事業 
【県】 

会場周辺において祝祭的で賑やかな雰囲気を醸
成するため、「草間の水玉プリウス」を来場者の
会場間の移動用に運行させた。 

21 21,138,667

3 
あいちトリエンナーレ 2010 
まちなか会場管理支援事業 
【県】 

長者町地区等のまちなかで作品展示を行う空き
ビル等の会場警備、施設管理、清掃業務など、会
場を運営する上で必要となる業務の支援を行っ
た。 

129 65,569,350

4 
あいちトリエンナーレ 2010 
キッズトリエンナーレ運営支援事業 
【県】 

トリエンナーレにおける子どもへの取り組みを
支援するため、デンスタジオの運営を補助すると
ともに、子ども向けトリエンナーレホームページ
を開設・運営した。 

10 6,153,000

5 
あいちトリエンナーレ 2010 
広報・ＰＲ拡充事業 
【県】 

トリエンナーレの広報・ＰＲを拡充するため、キ
ャラバン隊、パフォーマンスなどによる PR 活動
を実施した。 

33 94,200,750

6 
あいちトリエンナーレ 2010 
サポーターズクラブ設置・運営事業 
【県】 

トリエンナーレへの県民の主体的な参画の機会
を拡充するため、サポーターズクラブの設置・運
営、フリーペーパーの発行、たまり場づくりなど、
様々な県民参加事業を実施した。 

22 49,206,146

7 
あいちトリエンナーレ 2013 
企画概要検討用基礎資料作成業務 
【県】 

トリエンナーレ 2013 の企画概要を検討する際の
参考とするため、来場者へのアンケート調査や有
識者へのヒアリング調査を実施した。 

12 17,951,640

8 
あいちトリエンナーレ 2010 
映像記録業務 
【県】 

トリエンナーレ 2013 の検討素材・ＰＲ素材とし
て活用するため、展示作品や舞台公演、その他の
行事、会場の様子や会場運営等を動画及び静止画
で撮影するとともに、映像記録として編集した。 

13 17,336,287

9 
あいちトリエンナーレ 2010 
電話対応業務 
【県】 

トリエンナーレの会期直前及び会期中に県に寄
せられる問い合わせに対応するため、民間の顧客
対応のノウハウを活用して一元的な電話対応を
行った。 

3 1,771,245

10 
あいちトリエンナーレ 2010 
まちなか展開拡充事業 
【名古屋市】 

トリエンナーレのＰＲを行うため、市内中心部 6
か所にＰＲブースを設置した。また、祝祭ウィー
ク期間中には市内中心部 2 か所で市民参加型の
文化芸術イベントを実施した。 

58 72,823,800

 

平成 22 年度計(10 事業) 352 435,233,725

○平成 21 年度  

11 
あいちトリエンナーレ 2010 
広報・ＰＲ拡充事業 
【県】 

トリエンナーレの広報・ＰＲを拡充するため、キ
ャラバン隊、パフォーマンスなどによる PR 活動
を実施した。 

32 61,019,700

12 
あいちトリエンナーレ 2010 
まちなか展開事業 
【県】 

開催に向けた気運の醸成を図るため、市内中心部
4 か所にＰＲブースを設置した。また、開催エリ
アの飲食店、ギャラリー等の調査を行い、その情
報を集約した「まち歩きマップ」を作成した。 

12 26,972,400

 

平成 21 年度計(2 事業) 44 87,992,100

合   計(12 事業) 396 523,225,825

※各事業の実施内容等については次ページ以降（№6「サポーターズクラブ設置･運営事業」については 59 ページ）に掲載。 

Ⅳ-(15) 県･名古屋市によるトリエンナーレ補完事業(緊急雇用創出事業基金事業) 
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■あいちトリエンナーレ 2010 ベロタクシー運行事業(愛知県・平成 22 年度) 

「都市の祝祭」というテーマにふさわしい賑やかな雰囲気と、まち全体がトリエンナーレ会場であ

るというイメージを作り出すために、会期中 18 台のベロタクシーを主要 4 会場間で運行した。 
また、各車両にアート性に溢れたインパクトのあるラッピン

グを施すことで、動く広告としても PR 効果があった。 
会期中の利用者は 19,791 人で、年代別では、20 代、30 代が

過半数を占め、男女別では 7 割が女性であった。  
 マゼンタ色のユニフォームやオリジナルのラッピング車両は、

女性や子どもたちから注目を集め、メディアにも多数取り上げ

られた。 
○運行期間 平成 22 年 8 月 21 日～10 月 31 日 

 

■あいちトリエンナーレ 2010 アートカー運行支援事業(愛知県・平成 22 年度) 

トヨタ自動車株式会社から貸与されたプリウス(5 台)に出品

作家である草間彌生氏がデザインした「草間の水玉プリウス」

を、来場者の会場間の移動用として愛知芸術文化センターと長

者町会場を結ぶルートで運行し、8,429 人に利用された。 
まちなかを運行することで常に注目を集め、その運行自体が

会場周辺において祝祭的な雰囲気を醸成した。 

○運行期間 平成 22 年 8 月 21 日～10 月 31 日 

 

■あいちトリエンナーレ 2010 まちなか会場管理支援事業(愛知県・平成 22 年度) 

トリエンナーレ会期中、まちなか会場周辺の街角(32 か所)に、マゼンタ色のポロシャツ・キャップ

姿のスタッフを配置し、来場者への道案内を毎日行った。また、安心・安全な会場運営を保持するた

め、長者町、納屋橋、オアシス 21 会場に警備員を常駐させ、

展示室及び周辺道路の清掃、会場警備、施設管理を行った。 
このほか、七ツ寺共同スタジオでの事業開催時やまちなかパ

フォーマンス開催時においても、会場周辺における道案内を行

った。 
また、名古屋城で開催された spectra[nagoya](9/24・9/25)

では、会場周辺の案内や誘導を行うほか、翌朝には名古屋城内

の清掃も行った。 
○実施期間 平成 22 年 8 月 20 日～10 月 31 日 
○実施期間中の案内件数 103,306 件(道案内 86,022 件、トリエンナーレ全体の案内 17,284 件) 

 

Ⅳ-(15) (参考) 県･名古屋市によるトリエンナーレ補完事業の内容 
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■あいちトリエンナーレ 2010 キッズトリエンナーレ運営支援事業(愛知県・平成 22 年度) 

愛知芸術文化センター8 階に設けられたデンスタジオ内で、子どもたちが安全に創作活動を行える

ように、受付、監視及び退出管理等を行った。 

○実施期間 平成 22 年 8 月 21 日～10 月 31 日 

○会場利用者数 20,473 人 

日々変化するデンスタジオの様子など、キッズトリエンナー

レに関する情報を紹介するホームページを開設・運営した。 

○ホームページ開設時期 平成 22 年 8 月 2 日～10 月 31 日 
○利用アクセス数(ページビュー数) 36,845 件 

 

■あいちトリエンナーレ 2010 広報･ＰＲ拡充事業(愛知県・平成 21、22 年度) 

トリエンナーレの広報を拡充するため、「あいちトリエンナーレ 2010 PR 隊」を編成し、演出家の

指導を受けた約 20 名のパフォーマーが 3 種類のパフォーマンスを行いながら広報活動を展開した。 
事業実施期間中に行った PR 活動の実施回数は合計約 1,700

回、PR チラシやグッズ(シール・うちわ等)の配布数は 84 万を

超える。愛知県外でも東京、大阪を始めとして 61 回の PR 活動

を行うとともに、上海万博でも愛知県ウィークなどでトリエン

ナーレを PR した。 
奇抜な衣装とコミカルなパフォーマンスは、特に若者やファ

ミリー層の関心を引き、トリエンナーレの PR に繋がった。 
○実施期間 平成 21 年度：平成 21 年 11 月～平成 22 年 3 月 

平成 22 年度：平成 22 年 5 月～平成 22 年 10 月 

 

■あいちトリエンナーレ 2013 企画概要検討用基礎資料作成業務(愛知県・平成 22 年度) 

あいちトリエンナーレ 2010 の開催結果を踏まえ、2013 年に開催する予定の第 2 回トリエンナーレ

の企画概要の検討用基礎資料を作成するため、トリエンナーレの来場者に対する調査、経済波及効果

の算出等による分析を行った。 
12 名の調査員が会場周辺でアンケート調査用紙を来場者に配布した結

果、一般来場者 3,781 人、子ども 1,269 人、キッズトリエンナーレ参加者

604 人などから回答を得ることができた。また、会期終了後は、トリエン

ナーレに参加したボランティア、県内すべての小・中・高等学校及び特別

支援学校等、ギャラリー、芸術系大学等からトリエンナーレに関する意見

を収集するとともに、有識者の方からも意見を聴取した。 
なお、経済波及効果及びパブリシティ効果についても本業務において算

出した。 
○実施期間 平成 22 年 8 月 21 日～平成 23 年 1 月 31 日 
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■あいちトリエンナーレ 2010 映像記録業務(愛知県・平成 22 年度) 

あいちトリエンナーレ 2010 の美術作品、公演、普及・教育事業、更には、関連プログラム、会場

の様子、運営状況などを会期前後にわたって動画及び静止画で撮影し、記録として残した。 
撮影した動画・静止画は、トリエンナーレ 2010 の開催記録資料の作成などに用いるとともに、次

回開催時の参考とする。併せて、撮影した動画により 14 分の記録 DVD を作成した。 
○撮影期間：平成 22 年 8 月 17 日～平成 22 年 11 月 5 日 
○撮影枚数(静止画)：8,957 枚  ○撮影本数(動画)：476 本 

 

■あいちトリエンナーレ 2010 電話対応業務(愛知県・平成 22 年度)  

あいちトリエンナーレ 2010 に関して電話(052－971－6111)で寄せられる様々な問い合わせに対し

て、オペレーター3 名を配置して対応した。 
約 3 か月間で 4,145 件の問い合わせがあったが、内訳としては、国際美術展のチケットに関するこ

と(919 件)、キッズトリエンナーレ(477 件)、国際美術展の内容(443 件)に関するものが特に多かった。 
日別では、オープニングイベント前日の 8 月 19 日(119 件)と、spectra[nagoya]が開催された 9 月

24 日(139 件)に多数の問い合わせがあった。 
業務に従事したオペレーターからは、「職員との情報共有や意思疎通は円滑だった」「会場アクセス

に関する質問が多かったため、詳細な道案内があると良かった」等の声が聞かれた。 
○実施期間 平成 22 年 8 月 9 日～平成 22 年 10 月 31 日 

 

■あいちトリエンナーレ 2010 まちなか展開拡充事業(名古屋市・平成 22 年度) 

トリエンナーレ会場一帯の祝祭感や高揚感をまちなかで醸成し、当地域における文化芸術の振興や

まちの魅力づくりを図るため、次の事業を実施した。 

○PR ブース 
会期中、市内 6 か所にブースを開設し、トリエンナーレや名古  

屋開府 400 年記念イベントの案内、マップ等の配布、エコバッグ

スタンプラリーを行った。マップ等は合計約 10 万枚、エコバッ

グは 6,250 枚を配布した。各ブースでスタンプを押してオリジナ

ルデザインのバッグを作るアイデアが好評であった。 
○特設 WEB サイト 
携帯電話でも見られる PR サイトを開設し、リアルな情報を提供した。期間中のアクセス数(ペー

ジビュー数)は 21 万件余りに上った。 
○祝祭ウィーク期間中のイベント 

10 月 11 日(月･祝)から 17 日(日)までの祝祭ウィーク期間中、名古屋駅、栄の 2 会場で「なごや de 
la フェスティバル」を開催した。公募市民団体 20 組が参加するステージイベントで、事業 PR ス

テージや薪能を上演し、延べ 7,000 名を超す来場者を集めた。 
○美術作品の展示 

1991 年開催の第 2 回名古屋国際ビエンナーレ・アーテック’91 でグランプリを受賞したウェン・

イン・ツァイの作品の一部を、9 月 10 日(金)から 10 月 31 日(日)まで、長者町地区内で展示した。 
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■あいちトリエンナーレ 2010 まちなか展開事業(愛知県・平成 21 年度) 

会場周辺のまちなかに地元アーティストが手がけた「アートブース」を 4 か所(名古屋テレビ塔下、

久屋大通公園愛の広場、錦パークビル公開空地、伏見地下街)に設置した。アート作品であるこのブー

スを活用して、トリエンナーレの情報発信を行った。 
また、このブースを楽しみながら巡る仕組みとしてスタンプ

ラリーを実施し、3,043 名の参加があった。 
○実施期間 平成 21 年 11 月～平成 22 年 2 月 

トリエンナーレ会場周辺の飲食店・文化施設(美術館、ギャラ

リー等)・パブリックアート・観光スポット等の調査を行い、ト

リエンナーレ来場者向けの「まち歩きマップ」を作成し、トリ

エンナーレ会期中に来場者に約 20 万部配布した。 
また、「まち歩きマップ」に掲載された飲食店からは、ポスターの掲出や割引サービス等の協力を得

ることができた。 
 
 


